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牛
久
沼
の
「
進
退
」
に
つ
い
て

は
じ
め
に

ｌ
沼
の
管
理
と
用
水
組
合
Ｉ

こ
と
。
自
由
に
支
配
す
る
こ
と
・
」
あ
る
い
は
「
心
の
ま
ま
に
、
土
地
や
人
間

を
取
り
扱
う
こ
と
。
所
領
・
所
職
に
つ
い
て
宛
行
・
没
収
や
補
任
・
改
易
の

権
利
を
持
ち
、
そ
の
権
限
を
自
由
に
行
使
す
る
こ
と
・
」
と
い
っ
た
意
味
が

あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
用
水
組
合
は
、
牛
久
沼
を
心
の
ま
ま
に
取
り
扱
い
、

自
由
に
支
配
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
用
水
組
合
が
牛
久
沼
に
対
す
る
独
占
的
な
権
利
を
「
進
退
」
と
い
う

言
葉
で
表
現
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
そ
う
古
い
こ
と
で
は
な
い
。
現
在
確
認

（
１
）

で
き
る
と
こ
ろ
で
は
、
「
牛
久
沼
之
義
」
に
つ
い
て
の
幕
府
代
官
布
施
孫
一
二

郎
の
問
い
合
せ
に
答
え
た
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
二
月
の
用
水
組
合

の
回
答
書
の
第
三
条
目
に
、
。
牛
久
沼
之
義
ハ
用
水
組
合
九
ケ
村
一
一
て
進

退
仕
、
用
水
番
井
問
屋
諸
荷
物
請
払
と
し
て
組
合
内
よ
り
壱
人
差
出
置
申

（
２
）

候
」
と
あ
る
の
が
最
初
で
あ
る
。
牛
久
沼
は
用
水
組
合
九
か
村
で
「
進
退
」

し
、
そ
の
た
め
に
「
用
水
番
井
問
屋
諸
荷
物
請
払
」
を
用
水
組
合
か
ら
一
人

差
し
出
す
と
い
う
。
逆
に
い
え
ば
、
牛
久
沼
の
「
進
退
」
は
「
用
水
番
井
問

屋
諸
荷
物
請
払
」
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
す
る

と
問
題
は
、
こ
う
し
た
組
織
の
具
体
的
な
機
能
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
る
沼
の
管
理
の
あ
り
方
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

馬
場
弘
臣

3３

牛
久
沼
は
多
様
な
「
顔
」
を
も
つ
沼
で
あ
る
。
沼
の
水
は
竜
ケ
崎
市
を
含

む
下
流
の
村
む
ら
に
と
っ
て
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
用
水
源
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
て
沼
周
り
の
村
む
ら
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
田
畑
に
被
害

を
も
た
ら
す
悪
水
源
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
長
い
間
牛
久
沼
周
り
の
基
本
的
な

問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
牛
久
沼
の
「
顔
」
は
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
沼
に
住
む
魚
や
烏
の
捕
獲
、
蓮
根
の
栽
培
や
肥
料
と
し
て
の

藻
草
採
集
な
ど
は
村
む
ら
の
生
活
を
さ
さ
え
る
重
要
な
副
業
で
あ
っ
た
し
、

沼
上
の
村
む
ら
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
や
材
木
な
ど
が
沼
面
を
運
ば
れ
、

こ
れ
を
小
貝
川
へ
と
中
継
す
る
八
間
河
岸
は
、
こ
れ
ま
た
物
資
流
通
の
面
で

欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
「
水
利
」
と
い
え
ば
潅
慨
用
水
の

こ
と
を
さ
す
が
、
当
時
の
人
び
と
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
本
来
こ
う
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
水
の
利
用
の
総
体
こ
そ
が
「
水
利
」
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
し
た
牛
久
沼
は
、
用
水
堀
江
川
を
利
用
す
る
用
水
組
合
九
か
村
が

「
進
退
」
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
」
（
小
学
館
）
に

よ
れ
ば
、
「
進
退
」
に
は
「
心
の
ま
ま
に
取
り
扱
う
こ
と
。
意
の
ま
ま
に
す
る



牛
久
沼
の
用
水
組
合
は
、
表
ｌ
に
示
し
た
九
か
村
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ

（
６
）

の
総
組
合
高
は
八
四
○
○
石
余
で
あ
っ
た
。
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
用
水
組

合
に
と
っ
て
沼
は
溜
沼
で
あ
り
、
用
水
を
確
保
す
る
た
め
に
は
常
に
水
を
湛

え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
沼
周
辺
の
村
む
ら
に
と
っ
て
み
れ
ば
、

そ
れ
自
体
が
悪
水
と
し
て
田
畑
に
被
害
を
お
よ
ぼ
す
元
凶
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
沼
周
辺
の
村
む
ら
で
は
い
く
つ
か
の
悪
水
組
合
を
設
け
て
こ
れ
に

（
７
）

対
処
し
て
い
た
が
、
こ
の
両
者
の
対
立
が
長
い
間
牛
久
沼
周
り
の
基
本
的
な

問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
用
水
組
合
に
よ
る
牛
久
沼
の

「
進
退
」
と
い
う
主
張
は
、
第
一
義
的
に
は
こ
う
し
た
沼
周
辺
の
村
む
ら
に

向
け
ら
れ
、
文
言
と
し
て
は
そ
れ
ら
と
の
争
論
関
係
文
書
の
な
か
に
あ
ら
わ

れ
て
く
る
。
〔
史
料
１
〕
〔
史
料
２
〕
は
そ
う
し
た
争
論
文
書
の
な
か
か
ら
抜

粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

る
も
の
だ
け
に
、
そ
の
な
か
に
は
牛
久
沼
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
集
約
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
よ
う
。

（
８
）

〔
史
料
１
〕

私
共
組
合
用
水
溜
右
牛
久
沼
之
儀
、
往
古
よ
り
私
共
九
ヶ
村
用
水
沼
一
一
御

座
候
所
、
享
保
十
巳
年
願
人
有
之
、
一
旦
御
新
田
二
被
仰
付
候
一
一
付
、

私
共
九
ケ
村
え
ハ
筑
波
郡
福
岡
堰
余
水
井
境
松
川
悪
水
を
以
、
伊
丹
代
用

水
と
唱
ひ
引
取
候
得
共
、
用
水
不
足
一
一
て
中
々
以
用
水
行
届
不
申
、
殊
一
一

右
新
開
場
水
災
勝
一
一
て
御
新
田
相
続
致
兼
候
一
一
付
、
先
規
之
通
私
共
村
々

沼
の
「
進
退
」
と
用
水
組
合

3４

石
高
制
を
社
会
の
編
成
原
理
と
す
る
近
世
社
会
で
は
、
田
畑
・
屋
敷
な
ど

の
高
に
結
ば
れ
た
土
地
Ｉ
高
請
地
と
、
高
に
結
ば
れ
な
い
土
地
Ｉ
高
外
地
と

し
て
の
山
野
河
海
や
湖
沼
と
は
明
確
に
一
線
を
画
し
て
い
た
。
前
者
は
高
に

結
ば
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
「
所
持
」
す
る
者
と
「
所
持
」
す
る
権
利
と
が

明
確
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
に
つ
い
て
の
そ
れ
は
か
な
り
微
妙
で
あ
つ

（
３
）

た
。
そ
も
そ
も
が
こ
う
し
た
山
野
河
海
や
湖
沼
は
、
誰
々
の
も
の
で
あ
る
と

い
っ
た
「
所
有
」
の
観
念
が
措
定
し
が
た
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
本
来
誰

の
も
の
で
も
な
く
、
誰
の
も
の
で
も
あ
る
は
ず
の
領
域
に
一
定
の
権
利
が
措

定
さ
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
は
ら
ま
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
数
か
村
あ
る
い
は
数
十
か
村
の
利
害
に
か
か
わ

る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
そ
の
権
利
意
識
は
複
雑
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
し
、
村
む
ら
の
利
害
の
対
立
も
深
刻
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
ら
の
村

む
ら
の
連
合
体
で
あ
る
組
合
村
の
内
部
に
目
を
移
し
て
み
れ
ば
、
内
部
的
に

も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
い
つ
ぽ
う
で
組
合
村
で
は
外
部
と
の
軌
蝶

に
対
抗
す
る
た
め
の
結
束
が
要
求
さ
れ
る
と
と
も
に
、
権
利
を
内
在
化
す
る

た
め
の
措
置
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
具
体
的
に
は
こ
れ
を
管
理
す
る
シ
ス

テ
ム
と
利
害
調
整
の
た
め
の
合
意
形
成
の
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
幾
多
か
の
争
論
を
通
し
て
秩
序
だ
て
ら
れ
て
く

る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
う
し
た
高
外
地
と
さ
れ
た
領
域
に

対
す
る
意
識
の
あ
り
方
、
お
よ
び
現
実
的
な
管
理
の
あ
り
方
を
究
明
す
る
こ

（
４
）

と
も
ま
た
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
「
進
退
」
と
い
う

文
言
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
近
世
後
期
に
発
生
し
た
い
く
つ
か
の
争
論
を

題
材
に
、
用
水
組
合
の
内
部
秩
序
の
動
揺
と
再
編
の
あ
り
方
を
通
し
て
こ
う

（
５
）

し
た
課
題
に
迫
っ
て
み
た
い
。
「
進
退
」
と
い
う
文
一
一
一
一
口
が
近
世
後
期
に
表
れ



其
上
新
水
抜
堀
・
伊
丹
代
用
水
堀
、
両
潰
地
之
地
代
金
百
七
拾
八
両
余
上

九
ケ
村
ハ
右
沼
一
円
井
境
松
川
潰
地
之
分
迄
用
水
溜
井
進
退
一
一
被
仰
付
、

3５

（
９
）

〔
史
料
２
〕

私
共
組
合
九
ケ
村
進
退
牛
久
沼
之
儀
、
享
保
年
中
同
国
庄
兵
衛
新
田
開
発

奉
願
候
得
共
、
右
沼
開
発
相
成
候
て
は
私
共
組
合
九
ヶ
村
用
水
其
外
品
々

差
支
及
難
儀
候
二
付
、
新
開
御
免
之
儀
奉
願
、
宝
暦
年
中
一
色
安
芸
守

様
御
勘
定
御
奉
行
之
節
、
願
之
通
私
共
九
ケ
村
用
水
溜
沼
二
被
仰
付
、

依
之
右
沼
地
代
金
七
百
五
拾
両
上
納
仕
、
其
上
前
書
開
発
願
人
庄
兵
衛
拝

（
マ
マ
）

借
返
納
残
金
弐
百
六
拾
七
両
弐
分
也
永
弐
百
文
弐
分
、
是
又
九
ヶ
村
引
受

返
納
仕
、
其
以
後
年
々
沼
内
冥
加
米
三
斗
五
升
入
弐
百
廿
俵
、
御
運
上
米

五
拾
俵
、
八
間
堀
潰
地
御
年
貢
米
廿
六
俵
、
魚
烏
猟
運
上
米
五
拾
俵
、
都

樹用水組合高と田高は享和元年「村々銘々高控」（『龍ケ崎市史』近世史料編IINol68）
による。

納
被
仰
付
候
義
一
一
て
、
右
場
所
地
代
金
上
納
仕
居
候
上
は
、
九
ヶ
村
持

切
之
ケ
所
と
乍
恐
奉
存
罷
在
候
処
…
（
中
略
）
…
前
申
上
候
通
右
沼
地
私

共
進
退
仕
候
故
を
以
右
地
代
金
卜
し
て
大
金
上
納
致
し
、
猶
年
々
米
三
百

四
拾
六
俵
宛
御
年
貢
相
納
罷
在
候
…
（
後
略
）

溜
沼
一
一
被
仰
付
度
旨
、
宝
暦
度
よ
り
奉
□
口
一
一
付
、
逐
一
御
吟
味
之
上

明
和
元
申
年
如
先
規
私
共
口
溜
沼
一
一
被
仰
付
候
節
、
元
願
人
庄
兵
衛
拝

借
残
返
納
残
金
弐
百
六
拾
七
両
余
井
右
沼
地
之
地
代
金
七
百
五
拾
両
、
私

共
九
ケ
村
一
一
て
差
上
、
猶
巳
来
右
沼
よ
り
用
水
引
取
候
故
を
以
冥
加
米
と

名
附
、
米
弐
百
廿
俵
宛
井
新
八
間
堀
運
上
米
弐
拾
六
俵
、
魚
烏
運
上
米
五

拾
俵
、
藻
草
河
岸
運
上
五
拾
俵
、
都
合
米
三
百
四
拾
六
俵
宛
年
々
右
沼
地

え
上
納
致
し
、
願
人
庄
兵
衛
え
ハ
町
歩
相
定
、
沼
地
内
拾
町
歩
、
谷
田
部

川
潰
地
・
山
屋
敷
等
引
受
、
右
之
分
計
御
新
田
一
一
被
仰
付
、
私
共
組
合

表’牛久沼用水組合の村高と組合高

国名 郡名 村名 天保郷帳 旧高旧領 用水組合高 田
血一

局

常陸国

下総国

河内郡

相馬郡

佐貫村

馴馬村

小通幸谷村

龍ケ崎村

大徳村

宮洲村

生板村

幸谷村

川原代村

439石20377

1２４２．４３１

2214.96252

2611.661

1178.686

2241.086

2８４．４３３

1020.5911

444石4532

2３２．８６８

1300.551

2214.663

2318.373

1034．005

2261.695

2８３．２５１

1０１４．３４１１

300石1751

1３０．０２７

3３０．

2213.5975

2１７９．５１８

918.0618

1１７７．５７８

1５０．０８５

1００３．９７

114石103

1378.8689

1１６１．８１９

9００．１４９

6０２．３８４４

＊合計＊ 11233.35439 1１１０４．５００３ 8403.0124



（
拘
）

３
３
３
３
３
３
３
３
３
～
；

え
も
抱
り
難
儀
之
旨
・
・
・
（
中
略
）
…
牛
久
沼
之
儀
、

〔
史
料
１
〕
は
沼
境
の
「
紛
乱
」
を
め
ぐ
る
「
沼
縁
村
々
」
と
の
争
論
に

関
し
て
用
水
組
合
が
提
出
し
た
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
の
願
書
、
〔
史
料

２
〕
は
沼
内
の
浮
洲
の
処
置
を
め
ぐ
っ
て
用
水
組
合
が
萱
場
領
村
む
ら
を
訴

え
た
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
九
月
の
訴
状
か
ら
抜
粋
し
た
。
争
論
の
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の

文
書
に
あ
ら
わ
れ
る
「
進
退
」
と
い
う
文
言
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
何
よ
り
も
明
ら
か
な
こ
と
は
、
用
水
組
合
が
主
張
す
る
「
進
退
」
の

根
拠
と
し
て
享
保
期
の
新
田
開
発
の
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
ｎ
）

こ
れ
は
平
野
村
（
藤
代
町
）
出
生
の
庄
兵
衛
が
、
享
保
一
○
年
（
一
七
一
一

三
）
に
幕
府
に
願
い
出
て
行
っ
た
事
業
で
、
牛
久
沼
を
干
拓
し
て
五
○
○
町

歩
余
の
新
田
を
開
発
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
〔
史
料
１
〕
に
も
あ

一
一
て
多
分
之
地
代
金
上
納
い
た
し
、
引
続
冥
加
米
・
御
運
上
米
潰
地
御
年

貢
と
も
、
魚
烏
猟
御
運
上
米
共
年
々
多
分
上
納
致
、
九
ヶ
村
進
退
一
一
て
用

る
よ
う
に
、
こ
の
新
田
開
発
に
よ
っ
て
用
水
源
を
失
う
用
水
組
合
の
村
む
ら

に
対
し
て
は
、
代
用
水
と
し
て
小
貝
川
の
福
岡
堰
（
谷
和
原
村
）
用
水
の
余

水
を
利
用
す
る
た
め
、
伊
丹
村
（
伊
奈
町
）
か
ら
江
川
に
か
け
て
二
○
キ
ロ

余
に
お
よ
ぶ
用
水
路
が
開
削
さ
れ
た
。
こ
れ
が
伊
丹
代
用
水
で
あ
る
。
さ
ら

に
牛
久
沼
の
左
岸
に
谷
田
部
川
、
右
岸
に
境
松
川
を
設
け
て
沼
に
流
入
す
る

水
を
江
川
に
放
流
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
だ
け
で
は

村
む
ら
の
用
水
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
も
と
も
と
が

「
水
災
勝
」
の
場
で
あ
っ
た
た
め
に
着
工
当
初
か
ら
排
水
に
苦
慮
し
、
ま
た

作
付
分
も
水
損
と
な
る
な
ど
「
御
新
田
相
続
致
兼
」
ね
る
状
態
と
な
り
、
地

代
金
の
上
納
や
拝
借
金
の
返
済
す
ら
も
行
き
詰
ま
る
あ
り
さ
ま
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
用
水
組
合
の
村
む
ら
は
、
開
発
を
中
止
し
て
牛
久
沼
を
元
の
溜
沼

に
戻
す
こ
と
を
求
め
て
宝
暦
一
○
年
（
一
七
六
○
）
頃
か
ら
訴
願
を
く
り
か

え
し
、
つ
い
に
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
い
た
っ
て
開
発
の
中
止
を
勝
ち

取
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
の
代
替
条
件
と
し
て
、
表
２
に
示
し

た
よ
う
な
諸
種
の
地
代
金
や
庄
兵
衛
の
拝
借
残
金
を
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
牛
久
沼
を
使
用
す
る
た
め
の
冥
加
米
、
お
よ
び
沼
を
利
用
し
た
諸

稼
ぎ
を
認
め
て
も
ら
う
た
め
の
運
上
米
を
毎
年
上
納
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
た
の
で
あ
っ
輪
）

し
た
が
っ
て
用
水
組
合
の
主
張
Ｉ
「
進
退
」
の
根
拠
は
明
確
で
あ
る
。
自

ら
の
労
苦
に
よ
っ
て
新
田
開
発
を
中
止
さ
せ
、
溜
沼
へ
の
復
帰
を
勝
ち
取
っ

た
こ
と
に
対
す
る
自
負
、
そ
し
て
〔
史
料
２
〕
の
末
尾
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
そ
の
た
め
に
「
多
分
之
地
代
金
（
お
よ
び
庄
兵
衛
の
拝
借
残
金

な
ど
を
）
上
納
い
た
し
」
、
「
引
続
冥
加
米
・
御
運
上
米
」
を
「
年
々
多
分
上

納
」
し
続
け
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
用
水
組
合
は
「
用
水
掛
引
」
は
も

御
免
、
九
ケ
村
溜
沼
二
被
仰
付
、
年
々
多
分
上
納
致
、
銘
々
所
持
地
同

合
米
三
百
四
拾
六
俵
宛
年
々
上
納
仕
、
用
水
掛
引
皿

浮
洲
浮
草
・
藻
草
等
一
一
至
迄
都
て
九
ヶ
村
持
一
一
て
、

様
大
切
之
場
所
え
理
不
尽
立
入
、
強
勢
及
乱
妨
候
て
は
囲
堤
水
防
手
当
を

失
ひ
、
且
は
魚
烏
猟
稼
方
差
支
、
御
年
貢
・
冥
加
米
・
御
運
上
米
上
納
筋

同
様
二
相
心
得
進
退
稼
方
共
仕
来
、
…
（
中
略
）
…
畢
寛
右
沼
之
儀
先
年

開
発
可
相
成
処
、
左
候
て
は
私
共
九
ヶ
村
及
難
儀
候
二
付
、
願
之
上
開
発

水
懸
引
は
勿
論
、
都
て
稼
方
致
来
候
…
（
後
略
）

先
年
訴
詔
方
九
ケ
村

3６

用
水
掛
引
は
勿
論
、
沼
内
魚
烏
猟
、

銘
々
御
高
内
御
田
地



牛久沼の地代金・拝借残金・諸色運上米永ち
ろ
ん
、
「
沼
内
魚
烏
猟
、
浮
洲
浮
草
・
藻
草
等
」
の
「
稼
方
」
に
い
た
る
ま

で
「
進
退
」
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
牛
久
沼
そ
の
も
の
に
対

し
て
も
用
水
組
合
は
、
「
銘
々
御
高
内
御
田
地
同
様
一
一
相
心
得
」
あ
る
い
は

「
銘
々
所
持
地
同
様
大
切
之
場
所
」
で
あ
る
と
心
得
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ

で
は
牛
久
沼
そ
の
も
の
が
田
地
Ｉ
高
請
地
Ｉ
所
持
地
に
準
ず
る
も
の
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

高
外
地
と
い
え
ど
も
石
高
制
原
則
の
枠
内
に
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
高
外
地

3７

で
あ
る
山
野
河
海
や
湖
沼
に
対
す
る
権
益
が
、
現
地
の
生
産
や
高
請
地
の
所

持
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ

・
奄
）
現
実
に
用
水
組
合
の
村
む
ら
は
沼
の
水
を
利
用
し
て
各
々
の
所
持
地
Ｉ

怖
高
請
地
を
耕
作
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
冥
加
米
ま
で
上
納
し
て
い
る
と
い

川
う
事
実
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
運
上
米
を
上
納
す
る
こ
と
で
沼
を
利
用
し
た
諸

朋
稼
ぎ
を
も
保
証
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
運
上
・
冥
加
上
納
の
事
実
を
権
益
の

１Ｍ
論
拠
と
す
る
こ
と
は
、
山
野
河
海
Ｉ
高
外
地
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
争
至
調
に

Ⅱ編
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
在
地
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
生

剛
産
や
生
活
の
現
実
、
そ
し
て
そ
の
一
部
を
百
姓
と
し
て
貢
納
し
て
い
る
と
い

雌
う
事
実
に
立
脚
し
て
こ
そ
、
高
外
地
に
対
す
る
主
張
が
あ
り
え
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
牛
久
沼
を
田
地
Ｉ
高
請
地
Ｉ
所
持
地
に
準
じ
た
も

ｊ献
の
で
あ
る
と
認
識
し
、
主
張
す
る
こ
と
は
必
然
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え

崎
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
近
世
社
会
の
編
成
原
理
か
ら
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
意
識
を

聯
石
高
制
の
枠
組
み
の
と
ら
え
か
え
し
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し

Ｉ

な
が
ら
、
石
高
制
を
前
提
と
し
た
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
主
張
自
体
は
や
は

㈱
り
論
理
の
拡
大
解
釈
で
あ
り
、
何
よ
り
も
そ
れ
が
在
地
の
側
の
論
理
と
し
て

展
開
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
非
領
国
地
域
に
あ
る

村
む
ら
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
よ
り
普
遍
的
な
論
理
と
し
て
、
そ
う
し
た
認
識
が

こ
と
さ
ら
に
強
く
意
識
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
く
り
か

え
さ
れ
る
争
論
の
な
か
で
、
さ
ら
に
近
世
後
期
に
向
け
て
そ
う
し
た
意
識
が

次
第
に
体
系
化
さ
れ
、
先
鋭
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
牛

久
沼
に
つ
い
て
も
先
述
し
た
よ
う
な
主
張
は
、
と
く
に
沼
が
溜
沼
と
し
て
復

帰
し
た
以
降
の
文
書
に
は
頻
繁
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

「
進
退
」
と
い
う
文
言
が
近
世
後
期
に
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
意
味
が

表２

井
筋
の
処
理

伊丹代用水路跡

新水抜堀跡

新八間堀

立帰新田地代金

長3080間×幅７間

反別７町１反８畝歩

地代金71両３分永50文

(１反 1両）

長4000間×幅８間

反別10町６反６畝２歩

地代金１０６両２分永100文

(１反 1両）

長1300間×幅１２間

反別９町１反歩

冥加米９石１斗

(１反 １斗）

(金178両ｌ分永150文）

冥
加
米

運
上
・
米

河岸井藻草運上

魚烏猟・蓮根運上

牛久沼冥加米

俵
俵
俵

０
０
０

５
５
２２

米
米
米

々
々
々

年
年
年

残務

処理

牛久沼地代金

庄兵衛拝借残金

金750両（１５か年賦）

金267両２分永200文２分

(２か年賦）



（
Ｂ
）

天
保
一
一
一
年
（
一
八
四
一
）
の
新
八
間
堀
関
枠
普
請
勘
定
不
正
出
入
、
同

（
Ｍ
）

一
五
年
（
一
八
四
四
）
の
御
並
白
請
役
御
付
添
願
い
一
件
出
入
、
そ
し
て
嘉
永

（
喝
）

一
二
年
（
一
八
五
○
）
の
水
番
利
欲
不
正
出
入
は
、
そ
う
し
た
牛
久
沼
を
め
ぐ

る
用
水
組
合
内
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
、
ま
さ
に
顕
在
化
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
三
つ
の
出
入
は
そ
れ
ぞ
れ
共
通
点
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
と

く
に
そ
の
接
点
の
一
つ
と
し
て
新
八
間
堀
関
枠
の
普
請
問
題
が
あ
っ
た
。

新
八
間
堀
は
牛
久
沼
の
水
を
小
貝
川
へ
落
と
す
た
め
の
悪
水
堀
で
、
寛
永

四
年
（
一
六
二
七
）
に
開
削
さ
れ
た
古
八
間
堀
に
対
し
て
、
新
た
に
元
禄
一

三
年
（
一
七
○
○
）
に
開
削
さ
れ
た
た
め
に
こ
の
名
が
あ
る
。
沼
の
保
水
と

水
抜
を
兼
ね
る
新
八
間
堀
は
、
そ
れ
だ
け
に
沼
周
り
の
悪
水
組
合
と
用
水
組

合
の
利
害
対
立
が
集
中
す
る
場
で
あ
っ
た
。
沼
と
新
八
間
堀
の
境
に
は
そ
う

し
た
水
の
調
整
施
設
と
し
て
洗
堰
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
で
は
調
整

が
困
難
で
あ
る
と
す
る
悪
水
組
合
上
郷
二
五
か
村
か
ら
の
訴
願
に
よ
っ
て
、
（
鴫
）

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
は
板
堰
関
枠
へ
の
改
修
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

二
三
つ
の
出
入
か
ら

天
保
一
二
年
（
一
八
四
二
の
出
入
は
、
大
徳
村
組
頭
の
仙
右
衛
門
が
同

村
名
主
宗
三
郎
、
組
頭
伝
左
衛
門
・
長
右
衛
門
・
佐
次
兵
衛
・
仁
平
次
・
五

右
衛
門
・
重
左
衛
門
の
代
兼
と
し
て
、
佐
貫
村
の
名
主
与
左
衛
門
と
川
原
代

村
の
半
次
郎
を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。
一
一
月
二
三
日
付
の
訴
状
に
よ
れ
ば
、

用
水
組
合
で
は
毎
年
九
か
村
の
う
ち
か
ら
一
か
村
ず
つ
「
年
番
」
を
仕
立
て

て
「
御
普
請
其
外
都
て
用
悪
水
路
二
相
拘
候
用
向
取
計
」
う
仕
来
り
と
な
っ

て
お
り
、
当
年
は
大
徳
村
の
名
主
宗
三
郎
が
年
番
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
同

人
が
病
気
に
な
っ
た
た
め
組
頭
七
兵
衛
を
「
代
り
年
番
」
と
し
て
勤
め
さ
せ

て
い
た
と
こ
ろ
、
新
八
間
堀
の
関
枠
が
大
破
と
な
っ
た
た
め
に
、
当
年
春
に

皆
御
入
用
御
普
請
を
命
じ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
相
手
方
で
あ
る
佐
貫
村
名
主

の
与
左
衛
門
は
関
枠
の
地
元
村
で
あ
る
こ
と
か
ら
自
ら
「
年
番
加
役
」
と
唱

え
、
ま
た
川
原
代
村
の
半
次
郎
は
八
間
河
岸
の
積
問
屋
渡
世
を
行
な
う
か
た

わ
ら
、
先
年
よ
り
「
用
水
番
」
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
を
利
用
し
て
、
両
人
で

「
諸
事
引
受
取
計
」
い
、
普
請
入
用
に
つ
い
て
不
正
を
は
た
ら
い
た
と
い
う
。

す
な
わ
ち
両
人
は
、
「
御
入
用
之
外
百
性
役
諸
色
人
足
賃
代
前
割
」
と
し
て

三
八
両
余
を
取
立
て
た
う
え
、
牛
久
沼
魚
烏
猟
運
上
と
し
て
用
水
組
合
村
む

ら
に
割
戻
さ
れ
る
は
ず
の
助
成
金
四
九
両
余
も
こ
の
諸
色
人
足
賃
に
組
入
れ

て
割
渡
さ
な
い
。
さ
ら
に
、
普
請
の
出
来
形
帳
と
取
調
帳
を
調
べ
て
み
る
と
、

そ
の
際
の
取
極
め
で
こ
の
関
枠
の
普
請
そ
の
も
の
が
用
水
組
合
の
責
務
と

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
出
入
の
概
略
を
整
理

す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

仙
天
保
一
二
年
新
八
間
堀
関
枠
普
請
勘
定
不
正
出
入

3８

あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
意
識
の
体
系
化
、
先
鋭
化
の
所
産
と
し
て
自
発

的
に
選
び
取
ら
れ
て
き
た
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
さ
ら
な
る
問
題
は
、
そ
う
し
た
意
識
が
先
鋭
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

沼
の
管
理
主
体
で
あ
る
と
い
う
現
実
が
村
む
ら
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
近
世
後
期
に
普
請
入
用
の
勘
定
や
管
理
を
め
ぐ
る
争

論
が
集
中
し
て
い
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
意
識
の
先
鋭
化
は
内
部
の
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
く
。



い
て
は
仙
右
衛
門
の
跡
を
受
け
た
半
次
郎
が
出
金
し
て
用
立
て
た
も
の
で
、

そ
の
際
魚
猟
藻
草
運
上
に
よ
っ
て
相
殺
し
て
返
済
す
る
旨
の
一
札
を
村
む
ら

の
役
人
か
ら
受
取
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
年
々
の
村
役
人
の
出
張
入
用

な
ど
に
つ
い
て
清
算
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
普
請
で
は
最
初
松

木
を
使
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
保
ち
方
が
よ
く
な
い
場
所
に
つ
い
て
は
、
村

む
ら
で
示
談
の
う
え
、
御
掛
御
役
人
中
へ
申
立
て
て
槻
に
て
仕
立
て
る
よ
う

に
し
た
も
の
で
、
そ
の
ほ
か
に
も
放
置
で
き
な
い
場
所
が
あ
っ
て
普
請
を
行

な
っ
た
た
め
に
百
姓
役
の
出
金
が
嵩
ん
で
し
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
は
年
番
宗
三
郎
代
の
七
兵
衛
の
差
図
に
よ
る
も
の
で
、
す
で
に
半
次
郎
は

「
御
下
ケ
金
引
当
」
に
て
七
○
両
余
、
そ
の
ほ
か
に
も
多
分
の
立
替
金
を
出

し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
宗
三
郎
や
七
兵
衛
な
ど
が
取
計
っ
て
き

た
こ
と
を
「
私
共
仕
成
候
様
」
に
出
訴
さ
れ
た
の
は
心
外
で
あ
る
と
い
う
。

結
局
こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
扱
人
が
立
入
り
、
一
同
立
会
の
う
え
で
と
く

と
取
調
べ
、
つ
き
あ
わ
せ
勘
定
を
し
て
「
書
損
算
違
之
分
」
を
減
損
す
る
こ

と
、
ま
た
「
相
手
一
同
御
普
請
不
手
馴
故
取
計
方
不
行
届
始
末
」
に
つ
い
て

も
扱
人
が
貰
い
受
け
る
こ
と
で
翌
一
二
月
に
内
済
が
成
立
し
て
い
る
。
以
上

の
よ
う
に
、
こ
の
出
入
は
新
八
間
堀
関
枠
の
普
請
入
用
や
助
成
金
な
ど
の
沼

の
諸
勘
定
に
お
け
る
年
番
や
水
番
と
い
っ
た
管
理
組
織
の
差
配
の
あ
り
方
を

め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
一
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
争
点
は
内
済
の
成
立
を
受

け
て
一
旦
は
解
決
し
た
か
に
み
え
た
が
、
次
の
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）

の
出
入
で
再
燃
す
る
こ
と
と
な
る
。

3９

出
来
形
帳
で
は
材
木
代
金
七
五
両
一
分
永
二
文
三
分
（
内
諸
色
代
金
九
両
一
一
一

分
永
九
二
文
六
分
）
に
、
人
足
賃
入
用
六
五
両
永
一
五
九
文
七
分
を
加
え
た

合
計
と
し
て
一
四
○
両
一
分
永
一
六
二
文
が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

取
調
帳
で
は
「
諸
入
用
百
性
役
之
分
」
と
し
て
二
一
九
両
二
分
余
が
計
上
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
先
の
前
割
金
と
沼
助
成
金
を
引
い
た
一
一
一
一
二
両
二
分
余
を
九

か
村
に
出
金
さ
せ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
諸
色
人
足
賃
の
支

払
い
な
ど
に
不
正
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
相
手
方
両
人
が
七
兵
衛
と
「
馴

合
」
っ
て
「
大
金
私
欲
可
仕
巧
」
に
相
違
な
い
。
そ
こ
で
「
立
会
之
上
明
白

一
一
取
調
候
様
懸
合
」
っ
た
が
、
か
え
っ
て
「
無
法
之
難
題
申
掛
」
る
始
末
で

あ
る
の
で
、
改
め
て
九
か
村
一
同
で
協
議
す
べ
く
、
当
村
か
ら
集
会
の
廻
状

を
触
れ
廻
し
た
と
こ
ろ
、
相
手
方
両
人
に
よ
っ
て
「
居
村
役
人
井
外
六
ヶ
村

役
人
共
」
も
「
品
能
申
欺
」
か
さ
れ
る
あ
り
さ
ま
で
、
七
兵
衛
同
様
相
手
方

に
「
馴
合
」
っ
て
同
意
を
得
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。
と
は
い
っ
て
も
こ
の

ま
ま
「
私
欲
不
正
之
取
計
」
を
放
置
す
れ
ば
、
以
来
普
請
の
取
締
り
向
き
は

も
ち
ろ
ん
、
「
年
番
役
相
勤
候
も
の
悪
例
」
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
吟
味
を

願
い
た
い
、
と
い
う
の
が
訴
訟
方
の
訴
願
事
由
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
相
手
方
で
は
、
前
割
金
の
一
一
一
八
両
余
に
つ
い
て
は
、
宗
三

郎
が
「
羽
子
野
詰
所
（
豊
田
羽
子
野
堰
御
普
請
役
詰
所
…
注
筆
者
）
布
佐
村

御
林
よ
り
材
木
引
取
、
井
御
金
下
ケ
其
外
入
用
之
由
」
を
も
っ
て
割
り
合
い
、

九
か
村
か
ら
取
立
て
た
も
の
で
自
分
た
ち
の
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

ま
た
、
沼
内
魚
猟
運
上
金
四
九
両
余
は
、
訴
訟
人
仙
右
衛
門
の
祖
父
仙
右
衛

門
が
先
年
出
稼
ぎ
堰
番
（
水
番
）
を
勤
め
て
い
た
時
、
「
堰
枠
取
繕
入
用
諸
色

賃
金
」
と
し
て
一
六
六
両
余
が
入
用
と
な
っ
た
際
に
、
大
金
で
あ
っ
た
た
め

に
そ
の
う
ち
一
○
○
両
を
組
合
村
む
ら
か
ら
徴
収
し
、
残
金
六
六
両
余
に
っ



⑭
天
保
一
五
年
御
普
請
役
御
付
添
願
い
一
件
出
入

（
Ⅳ
）

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
出
入
に
つ
い
て
の
訴
状
が
提
出
さ

れ
た
の
は
天
保
一
五
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
一
年
半
余
の
タ
イ
ム
ラ

グ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
今
少
し
出
入
の
経
過
を
み
て
い
こ
う
。

連
印
を
拒
ん
だ
宗
三
郎
に
対
し
て
そ
の
訳
を
問
い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
宗

三
郎
は
、
自
分
は
も
と
よ
り
村
内
坪
々
小
前
・
村
役
人
と
も
「
右
願
立
」
に

異
存
は
な
い
の
だ
が
、
組
頭
の
仁
平
次
と
仙
右
衛
門
が
故
障
を
申
す
の
で
調

印
で
き
な
い
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
仁
平
次
・
仙
右
衛
門
の
両
人
は
、

「
牛
久
沼
用
水
路
御
付
添
跡
受
願
之
儀
」
に
故
障
は
な
い
の
だ
が
、
近
年
臨

時
御
普
請
の
諸
入
用
に
つ
い
て
過
当
の
割
合
を
か
け
た
た
め
に
「
度
々
差

縫
」
と
な
り
、
す
で
に
出
入
も
お
こ
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
ぞ
れ
事
柄

も
わ
か
り
、
奉
行
所
に
お
い
て
済
口
も
「
御
間
届
」
と
な
っ
た
の
だ
が
、
こ

れ
は
旧
来
の
仕
来
り
が
良
く
な
い
た
め
で
あ
る
の
で
、
以
来
「
諸
入
用
減
方

等
取
締
方
碇
と
議
定
取
極
」
め
た
上
で
継
年
季
を
願
い
た
い
と
宗
三
郎
へ
相

談
し
た
の
だ
が
取
り
あ
わ
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
に
検

討
し
た
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
の
普
請
勘
定
出
入
の
際
、
訴
訟
方
惣
代

で
あ
っ
た
仙
右
衛
門
と
訴
訟
方
に
名
を
連
ね
て
い
た
仁
平
次
は
、
そ
の
事
後

処
理
に
納
得
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
用
水
組
合
で
は
「
後
来

之
義
取
極
方
示
談
」
に
お
よ
ぶ
こ
と
を
申
合
せ
た
が
、
翌
天
保
一
四
年
に
は

日
光
社
参
や
御
料
所
改
革
に
と
も
な
う
提
出
書
類
の
取
調
べ
な
ど
が
あ
っ
て

「
延
引
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

結
局
こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
「
無
謂
故
障
致
」
し
て
い
る
の
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
牛
久
沼
用
水
路
に
つ
い
て
「
是
迄
組
合
村
々
仕
来

不
宜
廉
」
は
示
談
の
う
え
で
改
め
る
よ
う
に
と
の
「
御
利
害
之
趣
」
を
受
け

て
、
以
後
に
違
変
が
な
い
よ
う
に
「
別
紙
議
定
書
」
を
定
め
る
こ
と
、
ま
た

4０

ま
ず
最
初
に
「
御
普
請
役
御
付
添
」
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

牛
久
沼
の
「
用
悪
水
路
玖
樋
堀
竣
其
外
御
普
請
所
自
普
請
」
に
つ
い
て
は
、

組
合
村
む
ら
の
役
人
ど
も
が
差
配
し
て
き
た
が
、
な
か
な
か
行
届
か
な
い
ば

か
り
か
、
と
く
に
用
水
日
割
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
村
が
勝
手
な
取
計
い

を
す
る
の
で
時
々
争
論
な
ど
も
で
き
て
「
至
極
難
渋
」
し
て
い
た
。
そ
こ
で

用
水
組
合
で
は
、
勘
定
奉
行
所
に
豊
田
堰
用
水
掛
り
御
普
請
役
の
御
用
の
つ

い
で
に
牛
久
沼
に
つ
い
て
も
兼
帯
し
て
「
御
差
配
其
外
共
御
付
添
」
し
て
も

ら
う
こ
と
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
た
。
天
保
四
年
（
一
八
三
一
一
一
）
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
が
御
普
請
役
御
付
添
で
あ
る
が
、
こ
の
時
あ
わ
せ
て
「
牛
久
沼

溜
井
用
水
普
請
中
井
用
水
配
共
御
普
請
役
様
定
御
掛
場
」
へ
の
組
入
れ
も
許

可
さ
れ
て
い
る
。

天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
の
出
入
は
こ
の
御
普
請
役
御
付
添
の
継
年
季

を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
御
普
請
役
の
御
付
添
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
三
か
年
、
七
か
年
と
年
季
明
け
ご
と
に
継
続
願
い
を
出
し
て
許
可
さ

れ
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
が
そ
の
次
の
年
季
明
け
の
年
に
あ
た
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
組
合
村
む
ら
で
は
、
一
○
か
年
の
継
年
季
を
仕
来
り
通
り
惣

代
を
も
っ
て
願
い
出
る
こ
と
で
「
一
同
衆
評
相
決
」
し
、
生
板
村
の
名
主
元

右
衛
門
と
小
通
幸
谷
村
の
名
主
勘
右
衛
門
を
惣
代
と
し
て
選
出
し
た
。
惣
代

を
頼
む
に
あ
た
っ
て
は
、
組
合
村
む
ら
連
印
の
「
頼
一
札
」
を
差
出
す
は
ず

で
あ
っ
た
が
、
大
徳
村
名
主
宗
三
郎
の
み
が
こ
の
頼
み
証
文
へ
の
調
印
を
拒

ん
だ
た
め
に
出
入
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
「
牛
沼
宝
湖
早
鏡
」
に
は
天

保
一
三
年
一
一
月
付
の
願
書
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
提
出
寸
前
で



「
御
普
請
役
様
御
附
添
跡
受
御
願
」
に
つ
い
て
は
勘
右
衛
門
に
惣
代
を
頼
む

こ
と
で
内
済
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
三
月
付
で
改
め
て
継
年
季
の
願
書

が
提
出
さ
れ
、
さ
ら
に
四
月
一
八
日
に
は
こ
れ
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
請
書
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
議
定
書
の
内
容
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
章
を
改
め
て
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

⑥
嘉
永
三
年
水
番
利
欲
不
正
出
入

四
八
）
の
九
月
か
ら
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
当
初
用
水
組
合
の
村
む
ら
は
仙

右
衛
門
が
水
番
を
勤
め
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。
水
番
は
昼
夜
の
差
別

な
く
「
心
添
致
候
儀
」
ゆ
え
に
、
名
主
役
を
勤
め
て
い
る
身
分
で
兼
帯
し
て

も
「
行
届
」
か
な
い
こ
と
は
目
に
み
え
て
い
た
し
、
仕
来
り
で
は
水
番
は
九

か
村
が
順
番
に
五
か
年
切
替
え
で
勤
め
る
も
の
で
、
「
勝
手
一
一
引
取
」
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
仙
右
衛
門
が
「
達
て

相
勤
度
存
念
」
で
、
万
端
精
勤
を
尽
し
、
九
か
村
に
対
し
て
多
分
の
入
用
な

ど
は
け
っ
し
て
か
け
ず
、
「
村
為
専
こ
に
心
得
え
て
取
計
う
と
い
う
の
で
、

仕
方
な
く
コ
同
任
其
意
」
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
実
際
に
水
番
を
勤
め
は
じ
め
る
と
「
最
初
と
は
以
之
外
相
違
」

し
て
、
名
主
役
を
勤
め
て
い
る
権
威
を
も
っ
て
我
侭
に
取
計
う
の
み
な
ら
ず
、

そ
も
そ
も
当
人
が
「
公
事
好
」
で
出
府
勝
ち
の
「
身
分
」
で
あ
っ
た
の
で
、

「
時
々
随
意
之
も
の
」
を
抱
え
、
自
ら
「
八
間
川
岸
問
屋
仙
右
衛
門
」
と
名

乗
り
、
用
水
の
有
無
に
差
構
わ
ず
専
ら
荷
物
の
運
送
の
み
を
「
心
掛
」
て
い

る
と
し
て
、
そ
の
不
正
を
訴
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
訴
状
に
は
不
正
の
具
体

的
な
様
子
が
延
々
と
綴
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
と
の
発
端
は
仙
右
衛
門
が
水
番

と
な
っ
た
直
後
に
大
破
し
た
新
八
間
堀
関
枠
の
修
復
を
め
ぐ
る
も
の
で
、
一

言
で
い
え
ば
、
八
間
河
岸
の
問
屋
を
兼
ね
て
い
た
仙
右
衛
門
が
自
ら
の
問
屋

と
し
て
の
利
害
を
優
先
し
て
普
請
を
妨
げ
て
い
る
と
い
う
の
が
訴
訟
方
の
主

張
で
あ
っ
た
。
八
間
河
岸
は
水
番
小
屋
の
脇
に
あ
り
、
そ
も
そ
も
水
番
が
河

岸
の
問
屋
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
自
体
が
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

問
題
な
の
は
、
仙
右
衛
門
を
糾
弾
し
て
訴
訟
に
い
た
る
過
程
で
、
組
合
村
内

部
が
二
つ
に
分
裂
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
訴
状
で
は
大
徳
村
を
は

じ
め
と
し
て
宮
洲
・
生
板
・
幸
谷
村
の
四
か
村
の
名
主
を
小
通
幸
谷
・
佐

４１

嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
の
出
入
の
当
事
者
は
、
先
の
二
つ
の
出
入
で
用

水
組
合
の
慣
行
の
不
備
を
厳
し
く
糾
弾
し
て
き
た
、
大
徳
村
の
仙
右
衛
門
そ

の
人
自
身
で
あ
る
。
七
月
に
提
出
さ
れ
た
訴
状
に
よ
る
と
、
こ
の
時
仙
右
衛

門
は
大
徳
村
の
名
主
を
勤
め
る
か
た
わ
ら
で
牛
久
沼
の
水
番
を
勤
め
て
お
り
、

そ
の
水
番
の
差
配
に
不
正
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
訴
状
は
組
合
村
内
部
の
出
入
と
し
て
は
珍
し
く
、
そ
の
前
文
で
「
九

ヶ
村
進
退
牛
久
沼
之
儀
」
に
つ
い
て
詳
し
い
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
内
容

的
に
は
第
一
章
で
検
討
し
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
新
八

間
堀
の
関
枠
の
設
置
と
御
普
請
役
付
添
の
来
歴
に
つ
い
て
の
記
述
が
追
加
さ

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
と
く
に
新
八
間
堀
関
枠
と
こ
れ
を
管
理
す
る

水
番
に
つ
い
て
は
、
出
入
の
主
要
な
論
点
で
あ
る
た
め
か
な
り
詳
し
い
記
述

が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
組
織
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
し
く
み
て
い
く
の
で
、

こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
水
番
は
新
八
間
堀
の
関
枠
を
管
理
す
る
い
つ
ぽ
う

で
、
八
間
河
岸
の
積
問
屋
を
兼
務
し
、
そ
の
運
送
に
よ
る
利
潤
を
給
分
と
し

て
い
た
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

仙
右
衛
門
が
こ
の
水
番
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
嘉
永
元
年
（
一
八



候
」
は
「
必
定
」
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
ま
た
五
月
の
八
、
九
日
の
両
日
に
は
大
材

木
お
よ
そ
五
○
本
余
が
「
土
堰
引
越
」
し
、
さ
ら
に
一
二
日
の
夜
に
は
「
右

仮
〆
切
之
場
所
」
に
建
て
て
お
い
た
杭
木
竹
な
ど
を
抜
き
散
ら
し
、
抜
取
り

に
く
い
杭
木
に
つ
い
て
は
「
水
中
よ
り
鋸
を
以
挽
切
候
分
」
も
あ
っ
た
。
こ

れ
は
全
く
筏
を
流
す
た
め
に
夜
中
に
切
流
し
た
も
の
に
相
違
な
い
。
そ
こ
で

川
下
の
大
留
村
（
藤
代
町
）
三
右
衛
門
方
河
岸
場
に
大
材
木
が
着
け
て
あ
っ

た
の
で
、
同
人
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
小
茎
村
（
茎
崎
町
）
市
左
衛
門
の
荷
品

で
、
仙
右
衛
門
よ
り
送
っ
た
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
中
角
の
材
木
に
つ
い
て

は
ほ
か
へ
積
下
げ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
一
九
日
に
御
普
請
役
の
命
で
用
水
路

江
川
筋
の
藻
刈
り
に
人
足
を
出
し
た
際
に
は
、
長
さ
六
○
間
余
の
大
筏
が
先

の
仮
〆
切
土
堰
を
押
流
し
て
い
る
の
を
川
原
代
村
の
村
人
共
が
「
見
留
」
め

た
と
し
て
村
役
人
方
へ
知
ら
せ
に
来
た
。
早
速
こ
の
筏
乗
の
者
を
差
押
え
て

問
い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
荷
主
は
上
岩
崎
村
（
茎
崎
町
）
の
弥
五
右
衛
門
で
、

前
同
様
仙
右
衛
門
方
よ
り
乗
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
仙
右
衛

門
方
へ
も
掛
け
あ
っ
た
が
、
「
法
外
不
当
之
儀
の
み
申
居
、
一
円
取
敢
不
申
」

る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
の
で
、
右
の
筏
を
差
留
め
、
番
人
を
つ
け
、
直
様
こ

の
始
末
を
豊
田
村
詰
所
の
御
普
請
役
へ
訴
え
出
た
と
こ
ろ
、
仙
右
衛
門
を
取

調
る
ま
で
は
堰
場
に
つ
い
て
は
年
番
を
引
替
え
、
筏
へ
は
し
か
と
番
人
を
つ

け
て
お
く
よ
う
に
と
申
し
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
六
月
三
日
に
詰
所
に
罷
出
て

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
仮
〆
切
も
せ
ず
に
差
置
い
て
い
る
の
は
等
閑
で
あ
る
と
察

当
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
七
日
ま
で
日
延
を
願
い
、
現
場
に
近
い
地
元
の
佐

貫
村
お
よ
び
小
通
幸
谷
・
川
原
代
村
に
築
留
を
「
達
て
相
頼
」
む
こ
と
に

な
っ
た
。
三
か
村
で
は
昼
夜
を
い
と
わ
ず
多
数
人
足
を
出
し
、
杭
木
竹
、
そ
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貢
・
馴
馬
・
龍
ケ
崎
・
川
原
代
村
の
五
か
村
が
訴
え
る
形
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
や
や
長
く
な
る
が
、
訴
訟
の
経
緯
に
つ
い
て
具
体
的
に
ま
と
め
て

お
こ
う
。

大
破
し
た
関
枠
に
つ
い
て
は
翌
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
春
に
伏
替
自
普

請
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
た
。
こ
の
年
は
大
徳
村
が
年
番
に
あ
た
っ
て
い
た

の
で
組
頭
の
与
治
右
衛
門
を
差
出
し
た
が
、
す
べ
て
仙
右
衛
門
一
人
で
コ

式
引
受
」
差
配
し
て
代
金
三
○
○
両
余
を
組
合
村
む
ら
か
ら
出
金
さ
せ
て
修

復
に
あ
た
っ
た
。
と
こ
ろ
が
「
御
普
請
出
来
栄
御
見
分
」
が
済
ん
だ
そ
の
日

に
「
洩
所
」
が
で
き
て
し
ま
っ
た
の
で
、
年
番
が
布
川
村
（
利
根
町
）
詰
所

の
御
掛
り
御
普
請
役
ま
で
届
け
出
て
「
築
留
」
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の

年
は
そ
れ
で
何
と
か
保
守
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
追
々
大
破
に
お
よ
ん
だ

の
で
、
さ
ら
に
当
年
（
嘉
永
三
年
）
春
に
繕
自
普
請
を
命
じ
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
も
見
分
が
済
ん
だ
そ
の
夜
に
関
枠
敷
よ
り

「
洩
水
」
し
て
大
破
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
組
合
の
村
む
ら
で
相
談
し
て
、

四
月
三
日
に
関
枠
上
の
沼
口
に
て
「
土
堰
築
留
」
に
取
掛
か
っ
た
。
仙
右
衛

門
と
し
て
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
は
同
人
所
持
の
鮮
船
三
膿
に
荷
物
を
積
み

入
れ
て
小
貝
川
ま
で
運
送
す
る
「
心
組
」
で
あ
っ
た
が
、
沼
口
を
築
留
た
の

で
通
船
が
で
き
ず
、
「
水
干
潟
」
で
陸
地
同
様
と
な
っ
た
堀
内
に
荷
積
船
を

放
置
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
夜
に
土
堰
が
急
破

し
た
の
は
、
「
全
切
流
候
を
自
然
と
相
流
候
様
申
偽
」
っ
た
も
の
で
、
「
荷
積

船
運
送
仕
候
儀
一
一
相
違
」
な
い
の
だ
が
、
仙
右
衛
門
の
「
威
一
一
怖
」
れ
、
誰

も
申
し
出
る
も
の
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
「
差
置
」
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後

改
め
て
九
か
村
の
村
役
人
が
相
談
し
て
土
堰
に
築
留
た
が
、
「
沼
水
過
半
相

流
」
て
し
ま
っ
た
後
で
は
用
水
不
足
は
避
け
が
た
く
、
当
年
の
「
取
実
相
減



こ
の
出
入
に
つ
い
て
内
済
が
交
わ
さ
れ
た
の
は
翌
嘉
永
四
年
（
一
八
五

一
）
四
月
二
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
済
口
証
文
は
二
通
現
存
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
抜
粋
で
あ
り
、
結
論
と
し
て
は
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
視
点
の
置
き
方
が
違
う
た
め
に
記
述
内
容
が
若
干
異
な
っ
て
い
黍
）
こ

こ
で
は
仮
に
両
者
を
済
口
①
、
済
口
②
と
し
て
双
方
の
内
済
の
要
点
を
整
理

し
て
お
く
。

済
口
①
に
よ
る
と
、
ま
ず
出
入
の
当
事
者
で
あ
る
仙
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、

牛
久
沼
の
水
番
は
で
き
る
だ
け
組
合
九
ケ
村
の
用
水
が
不
足
し
な
い
よ
う
に

「
心
を
尽
精
勤
可
致
」
は
ず
の
と
こ
ろ
、
「
無
其
儀
自
分
勝
手
侭
取
計
」
い
、

そ
の
う
え
召
使
の
者
の
み
を
「
過
半
番
人
一
一
差
出
」
し
て
い
た
と
い
う
点
が

第
一
に
叱
責
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
新
八
間
堀
関
枠
の
普
請

の
不
備
や
そ
の
後
の
処
置
で
用
水
不
足
を
招
い
て
し
ま
っ
た
点
な
ど
に
つ
い

て
は
「
全
仙
右
衛
門
心
付
不
宜
よ
り
事
起
候
儀
」
と
い
う
こ
と
で
、
仙
右
衛

門
自
身
が
全
面
的
に
非
を
認
め
、
水
番
を
「
退
身
」
し
た
上
で
「
心
得
違

廉
」
を
訴
訟
方
へ
「
重
々
相
詫
」
び
、
以
後
牛
久
沼
用
水
路
に
関
す
る
件
に

つ
い
て
「
故
障
」
は
も
ち
ろ
ん
、
「
不
依
何
事
一
一
携
不
申
」
る
こ
と
を
誓
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
応
じ
て
大
徳
村
役
人
も
村
む
ら
が
相
談
し
て
決
め
た
こ
と
に

つ
い
て
は
「
柳
故
障
妨
不
仕
」
る
よ
う
に
と
申
渡
し
て
い
る
。
さ
ら
に
他
の

三
か
村
に
つ
い
て
は
、
「
御
取
箇
筋
」
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
本
来

訴
訟
方
に
同
意
す
べ
き
と
こ
ろ
、
仙
右
衛
門
に
加
担
す
る
形
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
し
て
「
心
得
違
之
段
及
挨
拶
」
ぶ
こ
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
済
口
②
で
は
、
実
際
に
は
土
堰
仮
〆
切
を
破
壊
す
る
よ
う
な

行
為
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
処
置
も
「
召
仕
之
者
取
計
候
」
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
責
任
は
仙
右
衛
門
に
あ
る
と
し
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の
ほ
か
土
俵
一
○
○
○
俵
余
、
諸
色
を
川
原
代
村
よ
り
積
登
ら
せ
て
築
留
め
、

そ
の
旨
を
御
普
請
役
に
届
け
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
も
仙
右
衛
門
に
つ
い
て
は
何
の
「
御
沙
汰
」
も
な
い
の

で
、
組
合
村
む
ら
で
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
九
か
村
一
同
よ
り
訴
え
出
る
よ
り

ほ
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
川
原
代
村
名
主
の
重
右
衛
門
と

百
姓
代
の
安
兵
衛
が
惣
代
と
し
て
出
訴
す
べ
く
、
九
か
村
一
統
に
対
し
て
掛

合
い
に
お
よ
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
大
徳
・
宮
洲
・
生
板
村
に
つ
い
て
は
小
前

惣
代
は
「
頼
一
札
」
を
差
出
し
た
も
の
の
、
村
役
人
が
調
印
を
し
な
か
っ
た
。

ま
た
幸
谷
村
で
は
小
前
・
村
役
人
と
も
仙
右
衛
門
に
加
担
し
て
連
印
し
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
仙
右
衛
門
は
「
水
番
い
た
し
、
且
又
名
主
役

相
勤
候
身
分
」
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
「
差
別
」
も
わ
き
ま
え
て
い
る
は

ず
な
の
に
、
か
え
っ
て
「
自
己
之
利
欲
」
に
迷
い
、
村
々
の
「
浮
沈
」
を
い

と
わ
ず
、
長
間
の
筏
を
押
流
す
の
み
な
ら
ず
、
理
不
尽
に
土
堰
を
切
流
し
、

そ
の
う
え
度
々
の
普
請
に
際
し
て
も
多
分
の
雑
費
を
割
掛
け
て
い
る
。
と
く

に
用
水
が
差
支
え
る
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
、
「
勝
手
侭
之
取
計
荷
物
運
送
」

い
た
す
の
は
、
ま
っ
た
く
自
己
の
利
欲
の
み
を
追
及
し
て
い
る
か
ら
で
、
こ

れ
は
つ
ま
り
村
む
ら
の
小
前
や
村
役
人
ど
も
を
「
愚
昧
と
見
侮
」
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
相
手
村
む
ら
の
役
人
ど
も
が
仙
右
衛
門
の

「
権
威
一
一
怖
」
て
、
自
分
勝
手
の
取
計
い
を
し
て
い
る
の
を
そ
の
ま
ま
放
置

す
る
の
は
心
得
え
が
た
い
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
に
仙
右
衛
門
へ
馴
合
っ
て
不

法
を
申
す
が
ゆ
え
に
、
さ
ら
に
同
人
が
増
長
す
る
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
こ

の
よ
う
な
者
が
水
番
を
勤
め
て
い
た
の
で
は
、
組
合
村
む
ら
大
小
の
百
姓
は

退
転
す
る
ほ
か
な
く
、
当
年
の
年
貢
上
納
、
村
々
の
相
談
に
も
か
か
わ
り
、

「
片
時
も
捨
置
か
た
く
難
渋
至
極
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。



以
上
の
よ
う
に
天
保
一
二
年
（
一
八
四
二
、
同
一
五
年
（
一
八
四
四
）
、

嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
の
出
入
は
そ
れ
ぞ
れ
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

三
出
入
の
諸
相

そ
し
て
常
に
そ
の
中
心
に
い
た
の
が
大
徳
村
の
仙
右
衛
門
で
あ
る
。
た
だ
、

天
保
期
の
二
つ
の
出
入
で
は
仙
右
衛
門
は
沼
入
用
の
諸
勘
定
を
中
心
と
し
た

沼
の
管
理
の
あ
り
方
を
糾
弾
す
る
主
体
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
嘉
永
期
の
出

入
で
は
逆
に
水
番
と
し
て
の
管
理
責
任
を
糾
弾
さ
れ
る
立
場
に
か
わ
っ
て
い

る
。
仙
右
衛
門
お
よ
び
そ
の
居
村
で
あ
る
大
徳
村
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
史

料
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
こ
う
し
た
仙
右
衛
門
の
「
変
心
」
を
ど
の
よ

う
に
考
え
れ
ば
い
い
の
か
、
具
体
的
な
点
に
つ
い
て
は
今
一
つ
不
明
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
出
入
の
経
過
を
押
し
並
べ
て
み
る
な
ら
ば
、
以
下
の
諸
点

に
つ
い
て
は
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
注
目
し
た
い
の
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
の
訴
状
で
仙

右
衛
門
が
「
公
事
好
一
一
て
出
府
勝
之
身
分
」
で
あ
る
と
非
難
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出
入
に
お
け
る
仙
右
衛
門
の
動
向
に
つ

い
て
は
く
り
か
え
し
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ら
が
一
部
に

過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
地
域
社
会
の
な
か
で
仙
右
衛
門
は
「
公
事

好
」
の
者
あ
る
い
は
「
公
事
巧
者
」
と
し
て
み
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
者
た
ち
は
一
面
で
は
公
事
訴
訟
を
く
り
か
え
す
こ
と
で
村
や
地
域

社
会
の
秩
序
を
乱
す
元
凶
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
い
つ
ぽ
う
で
旧
来

の
秩
序
な
り
慣
行
な
り
の
問
題
点
を
鋭
く
え
ぐ
り
出
す
役
割
を
果
た
す
こ
と

も
多
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
仙
右
衛
門
の
行
動
が
そ
う
し
た
二
面
性
を
も
っ
て

い
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
仙
右
衛
門
が
執
鋤
に
水
番
を
勤
め

る
こ
と
を
求
め
、
結
果
と
し
て
で
は
あ
れ
、
水
番
と
し
て
の
責
務
と
し
て
よ

り
も
自
己
の
商
売
を
優
先
さ
せ
る
事
態
と
な
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
仙
右
衛

門
の
祖
父
が
す
で
に
水
番
を
勤
め
て
い
た
と
い
う
経
緯
に
着
目
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
水
番
が
八
間
河
岸
の
問
屋
を
兼
ね
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
利
潤
に
っ
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て
仙
右
衛
門
の
「
退
身
」
を
決
め
た
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
五
月

九
日
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
小
茎
村
（
茎
崎
町
）
市
左
衛
門
他
一
名
の
材
木

筏
を
和
田
村
（
藤
代
町
）
文
右
衛
門
が
乗
下
げ
て
き
た
と
こ
ろ
、
「
定
例
取
越

場
所
多
分
持
越
」
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
残
り
材
木
三
本
を
文
右
衛
門
の
い

う
ま
ま
に
、
〆
切
上
へ
丈
夫
に
足
場
を
か
け
、
痛
ま
な
い
よ
う
に
「
引
越
」

し
た
。
そ
の
後
一
二
日
に
は
大
雨
で
沼
水
が
嵩
ん
で
〆
切
を
「
押
流
」
し
て

し
ま
っ
て
い
た
の
だ
が
、
一
九
日
に
上
岩
崎
村
（
茎
崎
町
）
弥
五
右
衛
門
枠

清
吉
が
筏
を
乗
下
げ
、
「
押
流
」
の
場
所
を
「
乗
通
」
し
て
材
木
を
「
引
通
」

し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
訴
訟
方
に
お
い
て
疑
惑
を
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
三
か
村
が
同
意
し
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

は
三
か
村
が
年
番
に
当
っ
て
い
た
た
め
に
御
普
請
役
よ
り
内
済
す
る
よ
う
に

と
の
内
意
を
受
け
、
請
書
同
様
の
書
面
を
差
出
し
て
い
た
た
め
で
、
こ
と
に

訴
訟
方
の
五
か
村
が
「
組
合
惣
体
之
儀
を
捨
置
、
自
分
勝
手
之
掛
合
仕
候
」

ゆ
え
に
同
意
し
な
か
っ
た
だ
け
で
、
仙
右
衛
門
へ
加
担
し
た
の
で
な
い
と
い

う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
訴
訟
方
の
方
が
「
組
合
惣
体
」
の
こ
と
を
考
え
て
い
な

い
と
非
難
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
こ
の
一
件
に
つ
い
て

は
、
「
跡
水
番
井
牛
久
沼
取
締
方
之
義
」
に
つ
い
て
組
合
村
む
ら
一
同
で
評

議
し
た
う
え
で
「
別
紙
議
定
」
を
定
め
る
こ
と
で
内
済
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
議
定
に
つ
い
て
も
詳
し
く
は
次
章
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。



た
。
さ
ら
に
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
の
出
入
で
も
そ
の
発
端
は
関
枠
の
大

破
に
あ
っ
た
し
、
仙
右
衛
門
の
不
正
の
一
つ
に
修
復
入
用
の
過
度
な
割
掛
け

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

用
水
の
た
め
の
保
水
と
排
水
を
兼
ね
る
新
八
間
堀
の
関
枠
は
、
そ
れ
だ
け

重
要
な
施
設
で
あ
り
、
用
水
組
合
と
し
て
も
そ
の
保
守
に
全
力
を
注
が
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
こ
の
時
期
の
出
入
で
は
、
普
請
の
あ

り
方
そ
の
も
の
よ
り
も
そ
の
入
用
を
め
ぐ
る
問
題
が
主
と
な
っ
て
い
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
関
枠
が
完
成
し
て

以
降
は
、
定
杭
の
設
定
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
技
術
的
・
慣
行
的
に
は
一
定
の

枠
が
定
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
用
水
組
合
内
部
と
し
て
は
こ
の
関
枠
（
釦
）

の
保
守
を
円
滑
に
遂
行
す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

具
体
的
に
は
そ
の
入
用
を
過
不
足
な
く
、
平
等
に
割
り
合
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
牛
久
沼
の
勘
定
を
め
ぐ
る
第
一
の
問
題
点
で
あ
っ

た
。

こ
れ
に
対
し
て
第
二
の
問
題
点
と
し
て
沼
助
成
金
の
問
題
が
あ
っ
た
。
先

述
し
た
よ
う
に
、
牛
久
沼
で
は
魚
烏
猟
、
蓮
根
栽
培
、
藻
草
採
集
な
ど
の
諸

稼
ぎ
に
対
す
る
権
利
の
代
償
と
し
て
幕
府
に
運
上
米
を
上
納
し
て
い
た
が
、

諸
稼
ぎ
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
請
負
の
体
制
が
と
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
新

八
間
堀
で
鰻
網
漁
業
を
す
る
た
め
に
「
水
行
」
が
妨
げ
ら
れ
た
と
し
て
、
沼

周
り
の
一
三
か
村
が
佐
貫
村
と
小
通
幸
谷
村
の
魚
猟
人
を
訴
え
た
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
の
出
入
を
み
る
と
、
龍
ケ
崎
村
の
者
へ
一
か
年
の
運
上
金
を

定
め
て
牛
久
沼
お
よ
び
新
八
間
堀
の
魚
烏
猟
を
請
負
わ
せ
て
い
た
こ
と
が
確

（
幻
）

認
で
き
る
。
用
水
組
合
で
は
請
負
人
を
通
じ
て
沼
で
の
諸
稼
ぎ
を
差
配
さ
せ

る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
上
が
る
収
益
を
組
合
の
村
む
ら
に
割
戻
す
と
い
う
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い
て
熟
知
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
水
番
勤
め
の
「
誘

惑
」
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
を
個
人
の
資
質
と
切

り
放
し
て
考
え
れ
ば
、
問
題
の
根
源
は
水
番
が
八
間
河
岸
の
問
屋
を
兼
務
し
、

そ
の
徳
分
を
給
料
に
あ
て
る
と
い
う
慣
行
そ
の
も
の
に
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
ま
た
、
年
番
の
問
題
と
も
絡
ん
で
牛
久
沼
の
管
理
体
制
と
そ
の
問
題

点
を
象
徴
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
課
題
は
そ

う
し
た
出
入
の
諸
相
Ｉ
共
通
項
を
探
り
出
し
て
、
こ
れ
を
総
体
的
に
み
て
い

く
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
と
く
に
普
請
入
用
と
沼
助
成
金
、

年
番
と
水
番
、
頼
み
証
文
と
議
定
書
と
い
う
三
つ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
検

討
を
加
え
て
い
く
が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
問
題
の
所
在
、
組
織
の
問
題
、
合

意
形
成
の
問
題
と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
先
の
課
題
を
究
明
し
て
い
こ
う
と

い
う
試
み
で
も
あ
る
。

普
請
入
用
と
沼
助
成
金
用
水
利
用
の
た
め
の
組
織
が
、
い
つ
ぽ
う
で
堰

普
請
を
は
じ
め
と
す
る
種
々
の
普
請
に
対
し
て
、
人
足
や
諸
色
な
ど
を
供
出

す
る
組
織
Ｉ
普
請
組
合
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
は
、
用
水
組
合
の
も
つ
基
本

（
四
）

的
な
性
格
で
も
あ
っ
た
。
新
八
間
堀
関
枠
の
普
垂
調
が
用
水
組
合
の
責
務
で

あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ま
た
前
章
で
検
討

し
た
通
り
、
天
保
期
末
か
ら
嘉
永
期
に
か
け
て
の
三
つ
の
出
入
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
何
ら
か
の
形
で
こ
の
関
枠
普
請
の
問
題
と
絡
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。

天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
の
出
入
は
ま
さ
に
関
枠
普
請
の
入
用
を
中
心
と

し
た
沼
の
勘
定
を
め
ぐ
る
出
入
で
あ
っ
た
し
、
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）

の
出
入
も
根
本
的
に
は
そ
の
延
長
線
上
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
出
入
で
問
題
と
な
っ
た
御
普
請
役
の
御
付
添
に
し
て
も
、
そ
の
主
要
な

目
的
の
一
つ
に
関
枠
の
普
請
や
堀
竣
な
ど
を
監
視
し
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
っ



び
水
番
と
い
っ
た
沼
の
管
理
組
織
で
あ
っ
た
。

年
番
と
水
番
牛
久
沼
の
年
番
と
水
番
に
つ
い
て
は
史
料
に
よ
っ
て
若
干

の
異
同
も
あ
る
た
め
、
そ
の
機
能
や
問
題
点
に
つ
い
て
改
め
て
整
理
し
て
お

く
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
年
番
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
「
牛
久
沼
溜
井
用
水
之
儀
、
大
徳
村
外

八
ケ
村
組
合
一
一
て
壱
ケ
村
宛
年
番
相
立
、
御
普
請
・
自
普
請
其
外
都
て
用
悪

（
麹
）
（
拘
）

水
路
ニ
拘
り
候
用
向
取
計
来
」
、
あ
る
い
は
「
右
溜
沼
へ
抱
候
儀
諸
勘
定

之
儀
は
、
組
合
九
ケ
村
四
組
一
一
相
成
、
村
々
年
番
一
一
取
計
候
仕
来
一
濃
表
現

さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
用
水
利
用
を
前
提
と
し
た
記
述
で
あ
り
、
後
者
は
沼

の
諸
勘
定
を
主
と
し
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
年
番
は
用

水
を
円
滑
に
引
取
る
た
め
に
、
江
川
や
新
八
間
堀
お
よ
び
そ
の
関
枠
、
あ
る

い
は
沼
除
な
ど
も
含
む
の
で
あ
ろ
う
、
そ
う
し
た
箇
所
の
御
普
請
や
自
普
請

そ
の
も
の
を
差
配
す
る
こ
と
、
お
よ
び
諸
上
納
物
や
入
用
な
ど
の
沼
の
諸
勘

定
を
処
理
す
る
こ
と
が
そ
の
役
目
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
用
水
組
合
で
は

九
か
村
を
四
つ
の
組
に
分
け
、
順
番
に
一
か
年
ず
つ
年
番
を
勤
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
表
３
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
の
組
合
わ
せ
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
佐
貫
・
小
通
幸
谷
・
馴
馬
・
河
原
代
村
の
四
か

村
と
宮
洲
・
生
板
・
幸
谷
村
の
三
か
村
が
複
数
村
の
組
合
わ
せ
と
な
っ
て
い

こ
う
し
た
組
織
が
で
き
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
牛
久
沼
が
溜
沼
に
復

帰
し
た
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
明
和
二
年
以
降
の

こ
と
で
あ
る
。
川
原
代
村
の
木
村
一
郎
家
文
書
の
な
か
に
は
、
年
番
村
が
作

成
し
た
「
牛
久
沼
上
納
物
九
ケ
村
元
割
帳
」
「
八
間
洗
堰
諸
色
目
論
見
帳
」

「
用
水
組
合
九
ケ
村
賄
帳
」
「
牛
久
沼
上
納
物
口
米
代
永
井
地
代
金
拾
五
ケ

年
賦
割
帳
」
「
牛
久
沼
諸
上
納
物
取
立
帳
」
「
八
間
河
岸
酉
戊
運
上
金
割
合

帳
」
「
牛
久
沼
縁
岸
井
関
枠
流
破
入
用
割
」
「
牛
久
沼
用
水
組
合
持
八
間
関
枠

伏
替
入
用
」
「
同
伏
替
入
用
渡
方
帳
」
「
同
伏
替
人
足
割
賦
帳
」
な
ど
の
諸
帳

（
塑
）

面
が
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
を
最
初
と
し
て
多
数
現
存
し
て
い
る
。
表

る
ほ
か
は
、
龍
ケ
崎
村
と
大
徳
村
が
単
独
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
構
成
か
ら
み

る
限
り
、
四
つ
の
組
は
各
村
む
ら
の
位
置
と
組
合
高
を
考
慮
し
て
設
定
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
先
の
史
料
で
「
壱
ケ
村
宛
年
番
相
立
」
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
複
数
村
の
組
で
も
担
当
年
に
な
っ
た
際
に
は
そ
の
う
ち
の
一
か

村
を
代
表
と
し
て
年
番
に
立
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
通
常
は

そ
の
担
当
村
の
名
主
が
年
番
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

表３ 年番四組の組合わせ

4６

シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
天
保
一
二
年
（
一
八
四
○
）
の
出
入

で
は
、
こ
れ
を
普
請
の
諸
入
用
に
組
込
ん
で
割
戻
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題

と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
近
世
後
期
の
用
水
組
合
内
部
で
は
、
関
枠
普
請
入
用
と
沼
助

成
金
を
中
心
と
し
た
沼
の
勘
定
を
め
ぐ
る
対
立
が
も
っ
と
も
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
の
が
年
番
お
よ

佐貫村300石１７５１

小通幸谷村３３０．

馴 馬村130.027

川原代村1００３．９７

(小計1764.1721）

龍ケ崎村2213.5975

大徳村２１７９．５１８

宮洲村９１８．０６１８

生板村１１７７．５７８

幸谷村１５０．０８５

(小計2245.7248）

合計8403.0124



あ
っ
た
。
沼
上
の
村
む
ら
か
ら
は
辺
賀
船
と
呼
ば
れ
る
小
型
の
船
を
使
っ
て

真
木
や
俵
物
な
ど
の
物
資
が
運
ば
れ
、
ま
た
材
木
筏
が
同
じ
く
八
間
河
岸
↓

新
八
間
堀
を
経
て
小
貝
川
へ
と
転
送
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
広
範
な
範
囲
の

村
む
ら
を
結
び
つ
け
て
い
た
こ
と
は
、
嘉
永
三
年
の
出
入
に
み
ら
れ
た
材
木

の
運
送
の
事
例
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
水
番
が
八
間
河
岸
の
問
屋
を
兼
ね
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
経
緯
か

ら
考
え
る
と
む
し
ろ
逆
で
あ
ろ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
新
八
間
堀
に
板
堰

関
枠
が
完
成
し
た
の
は
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以

前
は
洗
堰
で
あ
っ
た
。
嘉
永
三
年
の
訴
状
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
関
枠
完

成
後
の
史
料
で
は
確
か
に
水
番
と
八
間
河
岸
問
屋
を
兼
務
し
、
そ
の
運
送
に

よ
る
徳
分
を
水
番
の
給
分
に
あ
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

例
え
ば
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
の
「
洗
堰
諸
色
諸
入
用
勘
定
帳
」
や
天

明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
「
午
ノ
春
諸
色
勘
定
帳
」
と
い
っ
た
洗
堰
の
普
請

に
関
す
る
帳
簿
の
作
成
者
が
「
八
間
河
岸
」
あ
る
い
は
「
八
間
か
し
問
屋
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
嘩
一
本
来
的
に
は
八
間
河
岸
の
問
屋
が
そ
の

業
務
の
一
旦
と
し
て
洗
堰
を
管
理
す
る
と
い
っ
た
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
の

が
、
板
堰
関
枠
へ
の
伏
替
に
と
も
な
っ
て
そ
の
管
理
に
対
す
る
比
重
が
増
し
、

水
番
と
し
て
の
職
務
が
独
立
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
運
送
の
徳
分
を
水
番
の
給
分
と
す
る
措
置
も
そ
う
い
っ
た
経
緯

を
引
き
ず
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
こ
で
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
本
来
八
間
河
岸
の
問
屋
自

体
が
個
人
名
と
し
て
は
表
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
豊
田
村
が
豊
田
堰
の
挟
堤
に
取
越
河

岸
を
設
置
し
た
い
と
す
る
願
書
を
幕
府
代
官
所
に
提
出
し
た
際
、
小
貝
川
上

4７

３
の
組
は
こ
れ
ら
の
諸
帳
面
か
ら
摘
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
先

に
示
し
た
年
番
の
役
割
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
以
前
の
体
制
と
し
て
は
、
例
え
ば
伊
丹
代
用
水
を
利
用
し
て
い
た
享
保

一
二
年
（
一
七
二
七
）
に
、
用
水
組
合
が
川
原
代
・
龍
ケ
崎
・
大
徳
・
宮
洲

村
の
者
一
名
ず
つ
に
用
水
配
と
御
普
請
宰
領
を
委
任
し
た
際
の
請
書
が
残
さ

（
あ
）

れ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
以
前
と
な
る
と
史
料
的
制
約
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
し
が
た
い
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
牛
久
沼
が
溜
沼
と
し
て
復
帰
す

る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
用
水
や
普
請
に
か
か
わ
る
事
項
を
個
人
に
委

任
す
る
と
い
う
体
制
よ
り
も
、
各
々
の
村
を
主
体
と
し
て
、
平
等
に
管
理
す
る

体
制
が
志
向
さ
れ
た
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
は

組
合
高
や
村
の
位
置
な
ど
が
考
慮
さ
れ
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も

そ
こ
に
牛
久
沼
の
年
番
制
度
の
特
質
を
み
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

次
に
水
番
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
呼
称
自
体
が
多
様
で
あ
る
。

本
稿
で
は
水
番
と
し
て
統
一
し
て
い
る
が
、
史
料
中
に
は
用
水
番
、
関
枠
水

番
、
堰
番
と
い
っ
た
呼
称
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
呼
称
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
水
番
は
用
水
を
支
障
な
く
引
取
る
た
め
に
、
そ
の
根
源
と
な
る
新

八
間
堀
の
関
枠
を
管
理
す
る
の
が
第
一
の
役
目
で
あ
っ
た
。
嘉
永
三
年
（
一

八
五
○
）
の
出
入
に
よ
れ
ば
、
幅
六
間
の
関
枠
に
は
一
間
目
ご
と
に
枠
柱
が

立
て
て
あ
り
、
定
杭
の
高
さ
に
応
じ
て
そ
の
戸
前
を
開
閉
し
て
水
の
量
を
調

整
し
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
用
水
組
合
で
は
、
新
八
間
堀
の
関
枠
か
ら
沼

に
向
か
っ
て
左
側
の
岸
に
水
番
小
屋
を
建
て
、
五
か
年
季
交
代
で
村
順
に
水

番
を
選
出
し
て
常
駐
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
章
で
も
指
摘
し
た
が
、
こ

の
水
番
が
八
間
河
岸
の
問
屋
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
職
務
に
対

す
る
給
分
と
し
て
沼
内
の
運
送
に
よ
る
利
潤
を
あ
て
て
い
た
こ
と
が
問
題
で



て
い
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
が
、
少
な
く
と
も
溜
沼
へ
復
帰
し
て
以
降
は
、
用
水
組
合
そ
の
も
の

が
こ
れ
を
構
成
す
る
村
む
ら
に
と
っ
て
「
公
」
そ
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
、
意
識
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
年
番
と
水
番
は
そ
れ
を
組
織

的
に
体
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
年
番
と
水
番
に
は

何
よ
り
も
組
合
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
し
、
そ
の
意
味
で
「
無

私
」
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
私
欲
」
「
利

欲
」
と
い
っ
た
非
難
文
言
は
、
年
番
や
水
番
が
そ
の
責
務
は
も
と
よ
り
、
こ

う
し
た
理
念
そ
の
も
の
に
背
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
ひ
い
て
は
用
水
組
合

と
い
う
「
公
」
を
裏
切
る
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
対
置
し
て
糾
弾
す
る

意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
こ
の
時
期
の
用
水
組
合
で
は
そ
う
し
た

「
公
」
的
世
界
を
ど
の
よ
う
に
再
編
し
、
円
滑
に
運
営
し
て
い
く
か
が
根
本

的
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
新
た

な
合
意
が
必
要
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

頼
み
証
文
と
議
定
書
合
意
形
成
の
手
段
と
し
て
こ
こ
で
は
頼
み
証
文
と

議
定
書
に
注
目
し
て
み
た
い
。
頼
み
証
文
と
は
、
訴
願
に
あ
た
っ
て
惣
代
を

委
任
す
る
、
あ
る
い
は
名
主
な
ど
に
就
任
す
る
こ
と
を
依
頼
す
る
と
い
っ
た

過
程
で
、
そ
う
し
た
委
任
や
依
頼
な
ど
の
要
件
を
確
認
す
る
た
め
に
作
成
さ

れ
る
文
書
で
あ
る
。
近
年
、
こ
う
し
た
合
意
形
成
の
手
段
と
し
て
頼
み
証
文

が
に
わ
か
に
注
目
を
あ
び
て
い
る
が
、
そ
の
形
態
は
実
に
多
様
で
あ
り
、
そ

の
類
型
化
、
機
能
、
限
界
性
と
い
っ
た
総
体
的
な
研
究
は
今
後
の
課
題
で
あ

（
湾
）

る
と
い
え
よ
う
。
差
し
当
た
っ
て
こ
こ
で
の
問
題
は
、
村
む
ら
の
合
意
形
成

の
手
段
と
し
て
の
頼
み
証
文
の
特
質
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

4８

の
長
沖
新
田
河
岸
・
川
原
代
村
河
岸
・
伊
丹
河
岸
（
伊
奈
町
）
で
は
そ
れ
ぞ

れ
の
問
屋
が
奥
印
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
八
間
河
岸
だ
け
は
「
同
国
河
内
郡

九
ケ
村
請
牛
久
沼
八
間
河
岸
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
て
個
人
的
な
名
前
は

（
”
）

表
記
さ
れ
て
い
な
い
。
魚
烏
猟
の
場
合
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
八
間
河

岸
も
ま
た
こ
れ
を
請
負
う
問
屋
に
そ
の
差
配
を
委
任
し
て
は
い
た
も
の
の
、

そ
れ
自
体
が
組
合
の
管
理
下
に
強
く
組
込
ま
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ

だ
け
に
仙
右
衛
門
が
自
ら
「
八
間
川
岸
問
屋
仙
右
衛
門
」
と
名
乗
っ
た
こ
と

が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
年
番
と
水
番
は
、
牛
久
沼
の
諸
勘
定
を
取
り
仕
切
っ
て
い

た
だ
け
に
、
不
正
と
指
摘
さ
れ
る
事
態
が
起
こ
り
や
す
か
っ
た
。
く
り
か
え

す
ま
で
も
な
く
、
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
と
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）

の
出
入
は
そ
の
典
型
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
訴
訟
方

で
は
そ
う
し
た
事
態
を
「
私
欲
不
正
」
あ
る
い
は
「
利
欲
不
正
」
と
い
っ
た

文
言
で
非
難
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
文
言
が
年
番
や
水
番
は
何
よ
り
組

合
の
利
害
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
と
裏
腹
の
関
係
に

あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

白
川
部
達
夫
氏
は
、
百
姓
の
訴
状
に
あ
ら
わ
れ
る
「
私
欲
」
と
い
う
非
難

文
言
が
、
百
姓
的
世
界
の
展
開
に
と
も
な
っ
て
自
律
的
に
普
及
し
て
い
き
、

一
八
世
紀
以
降
に
は
数
あ
る
非
難
文
言
の
な
か
で
も
中
核
的
な
観
念
と
し
て

（
記
）

展
開
‐
上
疋
着
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
い
つ
ぽ

う
の
局
に
「
公
」
的
世
界
を
措
定
し
、
そ
う
し
た
公
私
の
分
離
を
明
確
に
す

る
こ
と
で
、
相
手
の
「
私
性
」
と
そ
れ
か
ら
生
じ
る
一
己
の
欲
を
厳
し
く
非

難
す
る
と
い
う
論
理
構
造
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
。
村
む
ら
の
連
合
組
織
で

あ
る
組
合
村
で
、
こ
う
し
た
公
的
世
界
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
展
開
し



こ
と
が
で
き
た
が
、
反
面
た
と
え
一
人
で
も
同
意
し
な
け
れ
ば
、
あ
る
い
は

し
た
が
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
紛
争
の
火
種
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
村
む
ら
の
内
部
で
は
、
そ
の
調
印
一
つ
を
め
ぐ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま

な
軌
蝶
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
こ
に
こ
う
し
た

頼
み
証
文
に
よ
る
合
意
形
成
の
限
界
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
す
る

な
ら
ば
、
仙
右
衛
門
や
仁
平
次
が
と
っ
た
行
為
は
、
村
内
で
は
同
意
の
得
ら

れ
な
い
自
ら
の
主
張
を
、
村
を
越
え
て
組
合
村
で
の
議
論
の
姐
上
に
直
接
乗

せ
る
た
め
に
、
そ
う
し
た
限
界
性
を
逆
手
に
と
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

む
し
ろ
こ
の
時
期
に
は
、
頼
み
証
文
に
よ
る
合
意
形
成
そ
の
も
の
が
も
っ
て

い
た
限
界
性
や
矛
盾
が
、
い
つ
ぽ
う
で
沼
に
対
す
る
意
識
の
先
鋭
化
に
と
も

な
っ
て
、
ま
た
い
つ
ぽ
う
で
は
村
む
ら
の
成
長
に
と
も
な
っ
て
、
そ
の
裂
け

目
か
ら
噴
出
し
は
じ
め
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
ろ
こ
う
し
た
頼
み
証
文
が
、
訴
願
や
訴
訟
な
ど
事
を
起
こ
す

際
の
合
意
形
成
と
し
て
端
緒
的
な
位
置
を
し
め
る
と
す
れ
ば
、
議
定
書
に
お

け
る
合
意
形
成
は
そ
の
最
終
局
面
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
こ
の

時
期
の
争
論
で
は
そ
う
し
た
初
発
の
時
点
で
の
合
意
形
成
そ
の
も
の
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
議
定
書
作
成
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
次
の
史
料
は
御
普
請
役
御
付
添
願
い
出
入
に
つ
い
て

の
内
済
が
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
て
交
わ
さ
れ
た
議
定
書
で
あ
る
。

更
料
顕
）為
取
替
申
議
定
之
事

牛
久
沼
溜
井
地
所
井
佐
貫
村
地
先
字
八
間
河
岸
用
悪
水
堰
枠
伏
替
諸
入

（
拘
）

用
、
其
外
用
水
竣
、
夙
樋
伏
替
え
相
抱
候
儀
は
、
組
合
村
々
役
人
共
ハ

4９

す
で
に
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
の
出
入
や
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）

の
出
入
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
用
水
組
合
に
お
い
て
は
、
訴
願
あ
る
い
は
訴

訟
の
い
ず
れ
の
過
程
に
お
い
て
も
、
惣
代
を
委
任
す
る
に
あ
た
っ
て
頼
み
証

文
を
作
成
す
る
と
い
う
手
続
き
が
一
つ
の
定
例
化
し
た
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
と
く
に
御
普
請
役
御
付
添
の
継
年
季
願
い
で
は
、

「
仕
来
通
惣
代
を
以
相
願
候
様
村
々
一
同
衆
評
相
決
」
と
い
う
よ
う
に
、
惣

代
を
も
っ
て
訴
願
す
る
こ
と
が
「
仕
来
」
と
な
っ
て
い
た
し
、
惣
代
に
対
し

て
は
「
諸
向
取
計
方
相
任
申
」
す
た
め
に
「
連
印
頼
一
札
」
を
差
出
す
こ
と

と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仙
右
衛
門
の
不
正
を
訴
え
出
る
際
、
惣

代
の
川
原
代
村
で
は
九
か
村
の
頼
み
証
文
を
取
り
付
け
た
う
え
で
訴
訟
に
お

よ
ぶ
心
積
も
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
継
年
季
願
い
で
は
大
徳
村
の

仙
右
衛
門
と
仁
平
次
の
二
人
の
組
頭
が
同
意
し
な
か
っ
た
た
め
に
訴
願
に
出

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、
仙
右
衛
門
を
訴
え
る
に
際
し
て
は
、
大
徳
・

宮
洲
・
生
板
・
幸
谷
村
が
頼
み
証
文
に
連
印
し
な
か
っ
た
た
め
に
組
合
内
部

が
分
裂
す
る
状
況
に
も
追
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
大
徳
・
宮

洲
・
生
板
村
で
は
小
前
惣
代
か
ら
の
頼
み
証
文
は
取
り
付
け
た
も
の
の
、
村

役
人
が
調
印
し
な
か
っ
た
た
め
に
結
果
的
に
反
古
と
な
っ
た
よ
う
に
、
各
々

の
村
内
部
も
ま
た
分
裂
の
危
機
を
は
ら
む
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
惣
代
委
任
の
頼
み
証
文
は
、
組

合
を
構
成
す
る
村
む
ら
の
村
役
人
・
小
前
百
姓
全
員
の
同
意
が
あ
っ
て
は
じ

め
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
そ
れ
は
全
員
の
意
志
を
確

認
す
る
手
段
で
も
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
一
種
の
強
制
力
を
と
も
な
っ
て
い
た

こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
構
成
村
ｌ
構
成
員
全
員
の
同
意
を
原
則

と
す
る
合
意
形
成
で
は
、
そ
れ
が
達
成
で
き
れ
ば
極
め
て
強
い
団
結
を
誇
る



ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
議
定
書
が
訴
訟
方
八
か
村
の
惣
代
で
あ
る

生
板
村
名
主
元
左
衛
門
・
小
通
幸
谷
村
名
主
勘
右
衛
門
と
相
手
方
の
大
徳
村

名
主
宗
三
郎
、
組
頭
仙
右
衛
門
・
仁
平
次
と
の
間
で
取
り
交
わ
す
形
を
と
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
元
左
衛
門
と
勘
右
衛
門

は
御
普
請
役
御
付
添
の
継
年
季
願
い
の
惣
代
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
奥
書
に
あ

る
よ
う
に
、
こ
の
議
定
書
自
体
が
御
普
請
役
御
付
添
の
年
限
中
に
限
っ
た
も

の
で
あ
り
、
年
季
明
け
の
際
に
は
新
た
に
議
定
を
結
ぶ
こ
と
を
申
合
せ
て
い

一
牛
久
沼
井
用
水
路
ニ
拘
り
候
儀
ハ
、
是
迄
之
通
何
事
二
寄
ら
す
高
割
一
一

致
し
取
計
可
申
事

一
牛
久
沼
溜
井
井
用
水
路
諸
入
用
取
調
帳
之
儀
は
、
一
同
立
会
調
印
之
上
、

年
番
四
組
一
一
て
壱
冊
宛
所
持
可
致
事

前
書
之
通
取
極
候
上
ハ
、
以
来
自
己
勝
手
之
取
計
不
致
様
可
仕
、
依
之

為
後
証
議
定
証
文
為
取
替
申
処
如
件下
総
国
相
馬
郡河
原
代
村

天
保
十
五
辰
年
三
月
常
州
河
内
郡
小
通
幸
谷
村

馴
馬
村

宮
測
村

不
及
申
、

計
可
申
事

上
、
諸

可
申
事

惣
小
前
之
も
の
共
え
も
申
聞
、
納
得
為
致
承
知
印
形
取
之
取

一
牛
久
沼
溜
井
用
水
水
番
惣
代
共
諸
掛
之
義
、
近
年
格
外
多
分
一
一
相
掛
、

組
合
村
々
難
義
仕
候
二
付
、
以
来
溜
井
佐
貫
村
地
先
八
間
河
岸
水
番
人

井
年
番
村
々
一
一
て
参
会
評
議
之
節
、
酒
肴
等
不
相
用
、
食
事
之
義
ハ
壱

人
前
七
拾
弐
文
と
取
極
可
申
事

一
牛
久
沼
魚
鳥
・
藻
草
助
成
金
之
儀
ハ
、
村
役
人
井
重
立
候
も
の
共
迄
立

合
割
渡
可
申
候
、
然
ル
上
ハ
右
沼
内
用
水
路
へ
相
掛
候
諸
普
請
諸
入
用

之
儀
ハ
、
右
助
成
金
一
一
て
差
引
等
二
不
致
、
村
々
よ
り
差
出
可
申
事

一
牛
久
沼
御
普
請
・
自
普
請
共
諸
入
用
之
儀
ハ
、
組
合
村
々
一
同
相
談
之

上
、
諸
入
用
何
程
と
相
定
、
小
前
之
者
へ
申
聞
、
承
知
印
形
取
之
相
勤

同
仁
平
次

前
書
之
通
取
極
候
上
ハ
、
御
普
請
役
様
御
附
添
年
限
中
議
定
取
計
、
御
年

限
明
一
一
相
成
候
ハ
、
、
猶
又
相
談
之
上
別
段
議
定
致
し
候
筈
一
一
取
極
候
処

相
違
無
御
座
候
、
以
上

龍
ケ
崎
村

佐
貫
村

右
八
ケ
村
惣
代

生
板
村
名
主
元
左
衛
門

小
通
幸
谷
村

名
主
勘
右
衛
門

大
徳
村

生
板
村

幸
谷
村

名
主
宗
三
郎

組
頭
仙
右
衛
門
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で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
水
番
仙
右
衛
門
自
身
が
当
事
者

と
な
っ
た
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
の
出
入
で
交
わ
さ
れ
た
議
定
書
で
あ
る
。

こ
の
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
の
議
定
書
と
の
比
較
を
踏
ま
え
て
検
討
し

て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

更
料
歩
）跡
議
定
書

一
牛
久
沼
溜
井
之
儀
、
是
迄
之
処
甚
根
一
一
て
年
々
難
渋
有
之
組
合
村
々
難

儀
お
よ
ひ
候
間
、
今
般
一
同
示
談
之
上
、
是
迄
御
普
請
諸
入
用
割
賦
取

引
入
狂
等
有
之
候
共
、
旧
弊
相
改
候
上
は
是
迄
一
一
て
一
同
申
分
無
之
、

巳
来
何
れ
之
村
方
一
一
お
ゐ
て
も
故
障
等
一
切
申
間
敷
筈
、
其
余
取
極
メ

議
定
左
之
通

一
牛
久
沼
関
枠
其
外
用
水
路
之
儀
、
都
て
御
普
請
役
様
御
見
分
請
候
上
は
、

諸
入
用
之
儀
御
調
御
差
図
当
請
、
御
掛
り
様
奥
書
頂
戴
割
賦
有
之
候
上

は
無
遅
滞
差
出
可
申
事

一
年
々
諸
入
用
割
賦
控
帳
之
儀
、
年
番
交
代
之
御
御
掛
様
御
見
届
を
請
、

受
取
印
形
取
之
、
翌
年
番
え
相
渡
可
申
事

一
牛
久
沼
諸
運
上
之
儀
、
年
番
一
一
て
請
負
人
よ
り
取
立
村
々
え
割
賦
可
致

候
筈
、
依
て
は
村
々
役
人
共
集
会
之
岡
之
喰
事
之
儀
は
、
其
時
之
出
役

人
之
村
役
人
一
一
て
手
賄
可
致
筈
、
諸
運
上
金
一
一
て
差
引
等
決
て
致
申
間

敷
候
事

一
水
番
人
之
儀
は
九
ケ
村
一
同
相
談
之
上
人
体
相
撰
、
請
人
加
印
取
之
差

出
可
申
、
依
て
は
水
番
人
給
金
壱
ケ
年
二
何
程
と
相
定
可
申
事

一
用
悪
水
路
之
儀
、
諸
相
談
諸
入
用
筋
之
処
、
何
事
二
不
依
七
ケ
村
相
談

５１

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
限
り
で
は
暫
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
ご
と
く
、
こ
の
議
定
書
の
基
本
は
牛
久
沼
の
諸
勘
定

を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
牛
久
沼
溜
井
地
所
な
ら
び
に
新
八
間
堀
関
枠
伏
替

の
諸
入
用
、
用
水
堀
江
川
の
堀
竣
、
用
水
玖
樋
の
伏
替
（
第
一
条
）
、
水
番
や

年
番
の
「
参
会
評
議
」
な
ど
に
か
か
る
費
用
（
第
二
条
）
、
御
普
請
・
自
普
請

の
諸
入
用
（
第
四
条
）
と
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
網
羅
し
て
規
制
を
定
め
て
い
る
。

こ
の
出
入
の
根
本
的
な
原
因
は
、
天
保
一
二
年
（
一
八
四
二
に
起
こ
っ
た

沼
の
諸
勘
定
を
め
ぐ
る
出
入
に
あ
っ
た
か
ら
そ
れ
も
当
然
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
だ
け
に
事
を
構
え
た
仙
右
衛
門
と
仁
平
次
の
意
向
を
強
く
受
け
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
と
く
に
沼
の
諸
入
用
に
つ
い
て
は
、
惣
小

前
の
者
共
へ
も
よ
く
申
聞
か
せ
、
納
得
さ
せ
た
う
え
で
「
承
知
印
形
」
を
取

る
こ
と
を
定
め
て
い
る
か
ら
、
不
満
の
出
な
い
よ
う
に
よ
り
徹
底
し
た
合
意

の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
が
徹
底
さ
れ
れ
ば

「
承
り
証
文
」
と
で
も
い
う
べ
き
証
文
が
作
成
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

合
意
形
成
の
方
法
と
し
て
は
そ
れ
だ
け
で
も
注
目
に
値
し
よ
う
。
ま
た
、
沼

の
諸
勘
定
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
柱
で
あ
っ
た
沼
助
成
金
に
対
し
て
、
第
三

条
目
で
諸
普
請
の
諸
入
用
と
「
差
引
等
」
を
し
な
い
こ
と
を
申
合
せ
て
い
る

の
も
、
同
様
に
出
入
で
の
論
点
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後

に
、
こ
れ
ら
の
取
極
め
に
対
す
る
監
視
を
徹
底
す
る
た
め
に
で
「
牛
久
沼
溜

井
井
用
水
路
諸
入
用
取
調
帳
」
を
年
番
四
組
に
て
一
冊
ず
つ
所
持
す
る
こ
と

を
定
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
（
第
六
条
）
。
こ
れ
ら
が
用
水
組
合
の
組
織
的

強
化
と
沼
そ
の
も
の
の
管
理
強
化
を
意
味
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

と
も
か
く
も
沼
の
諸
勘
定
を
め
ぐ
る
規
約
が
成
文
化
さ
れ
た
の
は
、
お
そ

ら
く
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
か
ら
そ
れ
だ
け
で
も
評
価
に
値
す
る
も
の



相
整
候
上
は
、
壱
両
村
一
一
て
故
障
申
出
と
も
取
用
申
間
敷
候
事

一
米
穀
運
送
之
儀
、
余
水
有
之
節
ハ
格
別
、
其
外
は
真
木
・
筏
等
用
水
中

決
て
運
送
為
致
申
間
敷
候
事

一
用
水
中
定
杭
よ
り
水
嵩
ミ
候
節
ハ
、
関
板
え
挟
木
い
た
し
流
水
可
致
事

一
用
水
中
江
川
筋
一
一
て
魚
猟
等
決
て
為
致
申
間
敷
、
尤
村
々
持
場
一
一
不

（
拘
）抱
地
先
二
お
ゐ
て
相
互
二
差
当
い
た
し
、
弥
不
相
用
節
は
其
筋
御
訴
可

申
立
事嘉
永
四
亥
年
四
月
九
ケ
村
役
人
連
印

い
枠
が
は
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
第
五
条
で
水
番
の
選
出
、
第
七
条
で
沼
内
の
運
送
に
関
す
る
規
定
、

第
八
条
で
満
水
の
際
の
水
の
放
流
、
第
九
条
で
江
川
筋
で
の
魚
猟
の
禁
止
を

定
め
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
嘉
永
三
年
（
一
八
五
五
）
の
出
入
で
の
論
点

を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
り
、
先
の
議
定
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と

く
に
水
番
の
選
出
に
つ
い
て
は
請
人
を
立
て
て
「
加
印
」
を
取
る
こ
と
を
定

め
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
水
番
の
人
選
を
厳
し
く
す
る
た
め
の
措
置
で

あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
注
目
す
べ
き
は
、
水
番
の
給
金
を
一
定
の
額
に
定
め

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
沼
内
の
運
送
の
利
潤
を
水
番
の
給
金
に
あ

て
て
い
た
こ
と
自
体
が
、
不
正
を
産
む
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
く
り
か
え
し
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
そ
う
し
た
慣

行
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
も
ま
し
て
注
目
さ

れ
る
の
が
第
六
条
目
で
あ
る
。

第
六
条
目
で
は
、
「
用
悪
水
路
」
に
関
す
る
「
諸
相
談
諸
入
用
」
に
つ
い
て

は
、
何
事
に
よ
ら
ず
七
か
村
の
相
談
が
ま
と
ま
れ
ば
、
一
、
二
か
村
が
「
故

障
」
を
申
立
て
た
と
し
て
も
取
上
げ
な
い
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。
組
合
の
総

意
を
大
前
提
を
と
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
一
見
妥
協

的
と
も
取
れ
る
処
置
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
確
か
に
組
合
の
村
む
ら
の
総

意
を
と
る
こ
と
が
理
想
で
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積

み
と
な
っ
て
い
る
現
実
の
前
で
は
か
え
っ
て
意
志
決
定
の
局
面
で
遅
れ
を
と

る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
議
定
が
交
わ
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
う
し
た
全
員
の
「
納
得
」
よ
り
も
、
組
合
に
お
け
る
行
政
的
処
理
の
効
率

化
が
優
先
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先
に
組
合
の
構
成
員
全
員
の
同

意
を
前
提
と
し
た
合
意
形
成
の
限
界
性
と
問
題
点
に
つ
い
て
指
摘
し
た
が
、
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第
一
条
目
に
明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
議
定
書
も
ま
た
「
御
普
請

諸
入
用
割
賦
取
引
入
狂
等
有
之
候
」
こ
と
を
処
決
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
「
牛
久
沼
溜
井
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
「
甚
根
」
の
こ
と
が
多
く
、
年
々
「
難
渋
」
が
で
き
て
組
合
の
村
む
ら
が

「
難
儀
」
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
「
旧
弊
」
を
改
め
る
か
ら
は
す
べ
て

「
是
迄
」
と
し
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
各
条
文
を
み
て
い
く
と
、

ま
ず
第
一
に
目
を
ひ
く
の
が
、
第
二
条
目
の
「
牛
久
沼
関
枠
其
外
用
水
路
之

儀
」
お
よ
び
第
三
条
目
の
「
年
々
諸
入
用
割
賦
控
帳
之
儀
」
に
つ
い
て
御
普

請
役
の
差
配
・
介
入
を
強
く
規
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
の
議

定
書
に
比
べ
て
も
顕
著
で
あ
ろ
う
。
ま
た
第
四
条
目
で
は
村
む
ら
の
役
人
が

集
会
を
す
る
際
の
食
事
を
「
手
賄
」
と
し
、
こ
れ
を
牛
久
沼
諸
運
上
、
す
な

わ
ち
沼
助
成
金
で
「
差
引
等
」
し
な
い
こ
と
を
申
合
せ
て
い
る
。
先
の
議
定

書
で
は
主
に
水
番
と
年
番
の
「
参
会
評
議
」
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
そ
こ
で
は
食
事
代
を
定
め
た
だ
け
で
あ
っ
た
か
ら
、
費
用
自
体
は
組

合
か
ら
支
給
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
組
合
入
用
に
つ
い
て
さ
ら
に
厳
し



嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
二
月
、
大
徳
村
の
名
主
長
右
衛
門
は
、
宮
洲
・

生
板
・
幸
谷
・
大
徳
村
の
四
か
村
の
惣
代
と
し
て
、
龍
ケ
崎
・
小
通
幸
谷
・

馴
馬
・
佐
貫
・
川
原
代
村
の
五
か
村
の
名
主
を
相
手
取
っ
た
訴
訟
を
起
こ
し

唾
）
こ
こ
で
訴
訟
方
が
問
題
と
し
た
の
も
、
や
は
り
牛
久
沼
の
諸
勘
定
を
め

ぐ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
そ
の
訴
状
に
よ
れ
ば
、
川
原
代
村
の

半
次
郎
が
水
番
を
勤
め
出
し
た
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
か
ら
、
「
沼
助
成
金

井
一
一
普
請
入
用
金
等
勘
定
合
」
が
「
年
来
等
閑
」
と
な
っ
て
「
差
縫
レ
」
が

で
き
た
の
で
、
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
に
組
合
の
村
む
ら
で
「
示
談
」

し
て
、
議
定
を
交
わ
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
が
天
保
一
五
年
の
議
定
書
を
さ
す

四
嘉
永
五
年
議
定
違
変
出
入

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
相
手
方
村
む
ら
の
役
人
は
翌
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
よ
り

取
調
べ
も
行
な
わ
ず
、
年
番
に
あ
た
っ
て
も
議
定
の
趣
旨
を
守
ら
な
い
と
い

う
の
で
あ
る
。
と
く
に
龍
ケ
崎
村
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
年
番
村
に

あ
た
り
、
そ
の
年
に
は
新
八
間
堀
関
枠
の
繕
普
請
が
あ
っ
て
、
諸
色
や
人
足

賃
な
ど
の
諸
入
用
を
取
調
帳
に
応
じ
て
割
賦
し
た
も
の
の
、
こ
れ
も
議
定
の

趣
旨
に
背
い
て
「
難
心
得
不
正
之
廉
々
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
大
徳

村
の
元
名
主
直
之
助
が
そ
の
一
つ
一
つ
に
下
げ
札
を
し
て
、
不
正
を
札
す
よ

う
に
申
入
れ
た
が
、
自
ら
の
非
を
改
め
な
い
ば
か
り
が
、
相
手
村
む
ら
が
議

定
書
を
無
視
し
た
た
め
に
「
勘
定
合
」
が
不
分
明
な
ま
ま
、
何
度
掛
合
っ
て

も
「
不
取
敢
打
過
」
る
事
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
年
の
八
月
に
は
水

番
が
半
次
郎
か
ら
大
徳
村
の
仙
右
衛
門
に
代
わ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に

「
沼
助
成
金
其
外
諸
入
用
専
一
一
一
相
札
候
大
帳
」
を
調
べ
直
し
て
「
勘
定
合

不
分
明
」
な
と
こ
ろ
を
札
し
、
新
た
な
「
大
帳
四
冊
」
を
作
成
す
る
旨
の
議

定
書
を
交
わ
し
た
が
、
相
手
方
は
こ
れ
も
無
視
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
水

番
の
名
前
は
い
ま
だ
仙
右
衛
門
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
同
人
は
前
年
の

出
入
に
よ
る
取
極
め
で
水
番
を
「
引
退
」
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
早
々
に
跡
水
番
を
取
極
め
て
「
用
水
諸
入
用
向
無
差
支

様
致
度
旨
」
を
相
手
方
村
む
ら
に
何
度
も
申
入
れ
た
が
、
「
等
閑
之
儀
」
の
み

で
時
が
あ
か
な
い
。
こ
れ
ら
は
全
く
相
手
の
村
む
ら
が
「
年
番
中
議
定
之

趣
」
を
守
ら
ず
、
「
如
何
之
取
計
致
置
候
」
ゆ
え
に
、
し
か
と
勘
定
を
取
調
べ

れ
ば
「
忽
不
正
露
顕
」
す
る
の
で
、
「
右
を
厭
ひ
」
て
「
勘
定
取
調
方
等
閑
」

に
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
訴
訟
方
の
願
意
は
、

議
定
の
通
り
に
村
む
ら
よ
り
証
拠
書
類
を
提
出
し
、
「
半
次
郎
水
番
中
」
の

5３

こ
れ
自
体
が
そ
う
し
た
現
状
の
克
服
を
め
ざ
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
合
意
は
得
ら
れ
な
く
て
も
、
そ
こ
で
決

ま
っ
た
事
項
は
効
力
を
も
ち
、
現
実
に
発
動
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
組
合

村
そ
の
も
の
の
強
制
力
は
よ
り
強
く
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
二
つ
の
議
定
書
は
三
つ
の
出
入
で
顕
在
化
し
た
諸
問
題

を
、
そ
の
段
階
に
応
じ
て
克
服
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
組

合
の
組
織
的
強
化
と
沼
の
管
理
強
化
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
先
に

述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
と
く
に
嘉
永
四
年
（
一
八
五
二
の
議
定
書
で
は
、

御
普
請
役
を
も
巻
き
込
ん
で
、
ま
た
よ
り
現
実
的
な
手
段
を
講
じ
る
こ
と
に

よ
っ
て
村
む
ら
の
合
意
を
と
り
つ
け
、
何
と
か
用
水
組
合
そ
の
も
の
を
建
て

直
す
こ
と
に
成
功
し
た
か
に
み
え
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
翌
年
に
は
、
議
定
書

そ
の
も
の
を
め
ぐ
っ
て
新
た
な
紛
争
の
火
の
手
が
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。



こ
う
し
た
不
満
を
抱
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
も
当
然
の
対
応
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
ま
た
、
大
徳
村
と
宮
洲
・
生
板
・
幸
谷

村
、
そ
し
て
龍
ケ
崎
村
と
佐
貫
・
小
通
幸
谷
・
馴
馬
・
川
原
代
村
と
い
う
よ

う
に
、
年
番
四
組
を
真
っ
二
つ
に
分
け
て
の
出
入
で
も
あ
っ
た
。
嘉
永
三
年

の
出
入
の
際
の
大
徳
村
他
四
か
村
で
は
、
自
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
る
村

の
水
番
で
あ
っ
た
仙
右
衛
門
の
不
正
と
い
う
事
実
と
、
相
手
方
へ
の
不
満
と

の
狭
間
で
揺
れ
動
い
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
っ
て
訴

訟
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
う
し

た
不
満
が
嘉
永
三
年
の
出
入
の
事
後
処
理
の
不
手
際
と
重
な
っ
て
こ
こ
で
一

気
に
吹
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
「
牛
沼
宝
湖
早
鏡
」
に
済
口
証
文
の
抜
粋
が
収
録

さ
れ
て
い
黍
）
し
か
も
ま
だ
下
書
の
段
階
で
あ
っ
て
、
証
文
の
い
く
つ
か
の

箇
所
に
は
「
此
方
よ
り
懸
紙
」
と
し
て
相
手
方
か
ら
の
注
記
が
書
き
加
え
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
内
済
の
経
過
が
知
れ
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
結
局
こ
の
出
入
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
元
水
番
半
次
郎

方
な
ら
び
に
一
村
限
り
に
諸
帳
面
を
組
合
村
む
ら
一
同
と
扱
人
立
合
い
の
う

え
で
残
ら
ず
取
調
べ
た
結
果
、
数
帳
に
「
算
違
等
」
に
よ
る
過
不
足
が
認
め

ら
れ
た
も
の
の
「
不
正
路
之
筋
」
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
龍
ケ
崎
村
が
年

番
を
勤
め
て
い
た
時
の
割
合
帳
の
な
か
に
「
認
方
不
行
届
之
廉
」
も
あ
っ
た

が
、
「
全
書
損
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
た
「
不
正
之
取
計
」
は
一
切
な
か
っ
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
「
前
々
議
定
」
を
皆
で
守
り
、
「
是
迄

之
通
組
合
村
々
一
統
睦
敷
無
蒜
用
水
潤
水
い
た
し
、
耕
作
行
届
候
様
取
計
」

う
こ
と
を
「
碇
と
取
極
」
る
こ
と
で
内
済
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
こ
で
と
く
に
興
味
深
い
の
は
水
番
の
勤
め
方
を
規
定
し
た
箇
所
で
あ
る
。

5４

諸
勘
定
は
も
ち
ろ
ん
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
の
「
龍
ケ
崎
村
年
番
中
普

請
入
用
其
外
共
勘
定
」
を
明
白
に
取
調
べ
て
、
取
極
め
の
通
り
に
「
大
帳
」

を
仕
立
て
る
こ
と
、
沼
助
成
金
も
こ
れ
ま
た
議
定
の
通
り
早
速
割
渡
し
、
以

後
こ
う
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
議
定
の
趣
旨
を
守
る
こ
と
、
加
え
て
跡
水

番
を
早
々
に
取
極
め
て
、
用
水
に
支
障
が
な
く
、
「
無
難
二
相
続
」
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
い
う
「
議
定
違
変
出
入
」
の
議
定
は
、
天
保
一

五
年
（
一
八
四
四
）
の
そ
れ
を
さ
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
出
入
そ
の
も
の
は

す
で
に
天
保
一
二
年
（
一
八
四
二
の
出
入
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
、
川
原

代
村
半
次
郎
が
水
番
を
勤
め
て
い
た
時
期
の
も
の
ま
で
遡
る
も
の
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
そ
の
主
眼
は
議
定
が
交
わ
さ
れ
た
翌
年
か
ら
の
「
勘
定
合
」
に
あ

り
、
こ
れ
に
さ
ら
に
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
の
水
番
仙
右
衛
門
の
利
欲
不

正
出
入
の
事
後
処
理
が
絡
ん
で
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
事
態
は
極
め
て
複
雑

で
あ
る
。
す
で
に
前
章
で
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
と
嘉
永
四
年
（
一
八

五
一
）
の
二
つ
の
議
定
書
を
検
討
し
て
み
た
が
、
こ
う
し
て
み
る
と
天
保
一

五
年
の
議
定
書
す
ら
ま
と
も
に
履
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
問
題
の
根
深
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
出
入
が
大
徳
村
他
三
か
村
が
龍
ケ
崎
村
他
四
か

村
を
訴
え
る
と
い
う
訴
訟
の
構
図
自
体
が
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
ち
ょ
う
ど
嘉
永
三
年
の
出
入
の
訴
訟
方
と
相
手
方
が
す
っ
ぽ
り
と
入

れ
替
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
の
出
入
で
は
、
そ
の
時
点
で
は
相
手
方
で

あ
っ
た
大
徳
村
他
三
か
村
が
済
口
証
文
の
な
か
で
、
訴
訟
を
起
こ
し
た
龍
ケ

崎
村
他
四
か
村
の
ほ
う
が
「
組
合
惣
体
之
儀
を
捨
置
」
と
、
一
見
非
難
し
て

い
る
よ
う
な
文
言
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
で
に
こ
の
時
に
は



「
進
退
」
と
い
う
文
言
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
用
水
組
合
内
部
に
発
生

し
た
四
つ
の
出
入
を
手
が
か
り
に
、
近
世
後
期
の
牛
久
沼
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
き
た
。
牛
久
沼
に
対
す
る
用
水
組
合
の
独
占
的
な
権
利
の
主
張
を
集

約
し
た
「
進
退
」
と
い
う
文
言
は
、
そ
の
根
拠
を
享
保
期
の
新
田
開
発
計
画

を
中
止
さ
せ
て
沼
を
用
水
溜
沼
と
し
て
復
帰
さ
せ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
多

額
の
地
代
金
や
計
画
の
際
の
拝
借
残
金
、
さ
ら
に
は
牛
久
沼
を
利
用
す
る
た

め
の
諸
種
の
運
上
・
冥
加
米
金
を
上
納
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
お
い
て
い

た
が
、
そ
れ
も
沼
を
用
水
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
を
中
心
と
し
た
生

産
や
諸
稼
ぎ
ｌ
生
業
の
現
実
に
裏
付
け
さ
れ
て
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
高

外
地
で
あ
る
沼
を
田
畑
Ｉ
所
持
地
Ｉ
高
請
地
同
様
と
す
る
意
識
の
あ
り
方
そ

の
も
の
に
帰
結
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
進
退
」
と
い
う
文
言
に
こ
だ
わ
る

な
ら
ば
、
そ
う
し
た
意
識
の
あ
り
方
自
体
が
、
沼
周
り
の
悪
水
組
合
と
の
、

そ
し
て
用
水
組
合
内
部
で
の
幾
多
か
の
争
論
を
経
て
次
第
に
鮮
明
に
な
っ
て

い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
意
識
の
先
鋭
化
は
、
そ
れ
だ
け
に
用
水

組
合
を
し
て
沼
の
管
理
主
体
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
を
強
く
促
す
こ
と
に
な
っ

た
。
近
世
後
期
に
沼
の
諸
勘
定
や
管
理
責
任
を
め
ぐ
る
争
論
が
多
発
し
た
の

は
、
そ
う
し
た
サ
イ
ク
ル
の
な
か
で
、
旧
来
の
内
規
的
な
慣
行
そ
の
も
の
の

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
議
定
違
変
出
入
は
、
沼
の

諸
勘
定
を
め
ぐ
る
争
論
解
決
の
困
難
な
こ
と
を
露
呈
は
し
た
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
水
番
の
組
織
替
え
Ｉ
規
律
化
は
さ
ら
に
一
層
の
推
進
を
み
た
の
で

あ
っ
た
。結

び
に
か
え
て

5５

○
三

原
文
で
は
「
尤
右
堰
枠
水
番
人
勤
方
之
儀
は
当
八
月
よ
り
大
徳
村
年
番
二

四

相
当
候
間
、
大
徳
村
手
始
と
い
た
し
、
巳
来
四
組
順
々
二
隔
番
二
可
然
人
体

之
者
相
撰
為
相
勤
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
○
」
と
「
一
一
こ
「
四
」
と
い

う
三
つ
の
部
分
に
「
懸
ケ
紙
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
原
文

だ
け
で
も
、
水
番
を
年
番
の
四
組
制
に
準
じ
て
、
し
か
も
同
時
に
勤
め
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ま
ず
「
○
」

の
部
分
に
は
「
当
節
龍
ヶ
崎
村
一
一
て
相
勤
居
候
、
且
水
番
之
義
ハ
巳
来
百
姓

代
之
内
可
然
人
体
之
者
相
撰
、
壱
ケ
年
限
り
四
組
一
一
て
順
々
二
隔
番
二
」
と

あ
り
、
水
番
の
人
選
に
あ
た
っ
て
百
姓
代
の
者
を
こ
れ
に
あ
て
る
と
い
う
。

ま
た
「
三
」
の
部
分
で
は
「
用
水
組
合
九
ケ
村
年
番
一
一
致
し
」
と
な
っ
て
い

て
、
年
番
の
四
組
制
で
は
な
く
、
九
か
村
に
よ
る
年
番
制
を
定
め
よ
う
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
「
四
」
の
部
分
で
は
「
候
得
共
、
水
番
之
義
ハ
生
板
村
外

弐
ヶ
村
一
一
て
相
勤
、
以
来
」
と
し
て
、
当
年
の
年
番
で
あ
る
大
徳
村
が
勤
め

る
の
で
は
な
く
、
他
の
組
を
勤
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
終
的
な
済
口
証
文
が
確
認
で
き
な
い
の
で
、
結
局
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に

処
理
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
試
行
錯
誤
の
過

程
を
み
る
な
ら
ば
、
水
番
を
よ
り
規
律
化
さ
れ
た
組
織
と
し
て
組
替
え
よ
う

と
す
る
意
図
は
明
確
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
年
番
四
組
制
、
あ
る
い
は
九
か
村

年
番
制
の
い
ず
れ
に
な
る
に
し
ろ
、
旧
来
の
特
定
の
個
人
に
請
負
わ
せ
る
方

法
か
ら
村
む
ら
の
輪
番
に
よ
る
公
平
な
負
担
へ
と
改
変
す
る
こ
と
に
か
わ
り

は
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
水
番
の
「
私
欲
」
に
よ
る
「
不
正
」
を
防
止
し
よ

う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
百
姓
代
に
定
め
れ
ば
さ
ら
に
公
的
性
格
を
強

化
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
た
だ
、
年
番
四
組
制
を
採
用
し
た
場
合
、
年
番
村

と
水
番
村
を
兼
務
さ
せ
る
か
、
別
に
す
る
か
と
い
っ
た
判
断
は
難
し
い
も
の



る
な
ら
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
沼
を
管
理
・
運
営
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
が
必
要
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
い
く
つ
か
の
要
素
に
分
け
て
分
析

し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
基
本
と
な
る
の
は
用
水
の
円
滑

な
導
入
と
、
公
平
な
配
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
普
請
や

堀
竣
な
ど
の
作
業
を
円
滑
に
差
配
・
推
進
す
る
必
要
が
あ
っ
た
し
、
そ
れ
ら

の
費
用
や
、
さ
ら
に
は
諸
稼
ぎ
に
よ
る
収
入
、
上
納
物
と
い
っ
た
諸
勘
定
を

管
理
し
て
公
平
に
分
配
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
こ
こ
で
は

と
く
に
年
番
と
水
番
に
代
表
さ
れ
る
組
織
の
強
化
、
そ
し
て
合
意
形
成
へ
の

模
索
を
通
し
て
み
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

四
つ
の
出
入
を
通
じ
て
年
番
と
水
番
は
、
次
第
に
そ
の
組
織
と
し
て
の
体

制
を
整
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
い
つ
ぽ
う
で
組
合
の
監
視
を
強

化
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
窓
意
を
排
除
す
る
方
向
で
す
す
め
ら
れ
た
。
ま
た
合

意
形
成
の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
も
、
訴
願
や
訴
訟
な
ど
事
を
起
こ
す
に

あ
た
っ
て
の
頼
み
証
文
、
最
終
的
な
契
約
締
結
を
示
す
議
定
書
の
作
成
と

い
っ
た
定
例
化
し
た
方
法
の
ほ
か
に
、
諸
入
用
に
お
け
る
小
前
惣
百
姓
に
よ

る
「
承
知
印
形
」
の
取
り
付
け
、
「
諸
相
談
諸
入
用
筋
」
の
七
か
村
合
意
に
よ

る
施
行
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
レ
ベ
ル
を
異
に
す
る
多
様
な
合
意
形
成
が
模

索
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
も
ま
た
、
組
合
村
が
「
公
共
」
の
た
め
の
組
織
で

あ
る
こ
と
の
苦
悩
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る

べ
き
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
議
定
書
に
明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

組
合
村
内
部
の
矛
盾
を
昇
華
す
る
た
め
に
、
御
普
請
役
と
い
う
幕
府
の
権
威

が
指
向
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
御
普
請
役
の
御
付
添
要
求
自
体
が
、

そ
う
し
た
権
威
・
権
力
に
よ
る
内
部
秩
序
の
保
持
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

5６

ほ
こ
ろ
び
が
み
え
は
じ
め
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
牛
久
沼
が
そ
の
な
か
に
用
水

と
悪
水
、
魚
烏
猟
、
蓮
根
栽
培
に
藻
草
の
採
集
、
舟
運
と
い
っ
た
多
様
か
つ

複
雑
な
要
素
を
抱
え
込
ん
で
い
た
だ
け
に
、
そ
れ
だ
け
で
は
内
部
的
な
秩
序

を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
背
景

に
は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
社
会
変
動
の
な
か
で
「
金
銭
」
に
対
す
る
意
識

が
先
鋭
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
請
負
制
度

に
よ
る
魚
烏
猟
や
蓮
根
・
藻
草
採
集
、
そ
し
て
八
間
河
岸
を
中
心
と
し
た
舟

運
が
ま
さ
に
沼
を
め
ぐ
る
経
済
の
重
要
な
サ
イ
ク
ル
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
用
水
組
合
そ
の
も
の
が
新
た
な
集
団
へ
と

組
織
的
変
貌
を
迫
ら
れ
る
必
然
性
に
直
面
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

先
に
こ
う
し
た
用
水
組
合
そ
の
も
の
を
「
公
」
的
世
界
と
い
う
言
葉
で
表

現
し
て
み
た
が
、
「
公
」
が
「
公
儀
」
へ
と
繋
が
る
概
念
と
し
て
領
主
支
配
を

前
提
と
し
た
関
係
の
な
か
で
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
蝋
）
こ

う
し
た
在
地
の
側
の
主
体
に
よ
っ
て
模
索
さ
れ
、
形
成
さ
れ
た
関
係
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
が
相
互
の
利
害
を
調
整
す
る
機
能
を
主
と
す
る
と
い
う
意
味
で
、

よ
り
広
い
概
念
と
し
て
「
公
共
性
」
の
領
域
と
表
現
し
た
ほ
う
が
適
切
か
も

（
記
）

し
れ
な
い
。
牛
久
沼
は
「
公
共
」
の
も
の
で
あ
っ
た
し
、
用
水
組
合
は
村
む

ら
の
成
員
の
「
公
共
」
を
実
現
す
る
た
め
の
組
織
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
沼

周
り
の
村
む
ら
も
諸
稼
ぎ
な
ど
を
通
じ
て
沼
を
め
ぐ
る
諸
関
係
に
包
摂
さ
れ

て
い
た
し
、
そ
の
限
り
で
は
そ
う
し
た
村
む
ら
に
も
沼
は
開
か
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
も
用
水
組
合
の
差
配
の
下
で
の
こ
と
で
あ
り
、
結
局

こ
の
「
公
共
性
」
は
第
一
義
的
に
は
用
水
組
合
に
と
っ
て
の
も
の
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
の
「
進
退
」
で
あ
っ
た
。

用
水
組
合
自
体
を
そ
う
し
た
「
公
共
」
の
た
め
の
組
織
と
い
う
視
点
で
み



も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
最
終
的
に
は
そ
れ
が
権
威
・
権
力
へ
と
収
散

さ
れ
て
い
く
と
い
っ
た
意
味
で
の
限
界
性
を
も
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
反
面
で
は
そ
れ
も
「
公
共
性
」
の
構
成
要
素
の
一
つ
に
過

ぎ
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
権
力
の
相
対
化
、
な
い
し
は
組
合
の
柔
軟
性
と

み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
う
し
た
要
素
化
・
部
分
化
に
よ
っ
て
、
一
つ

の
権
力
か
ら
他
の
権
力
へ
代
替
す
る
こ
と
も
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ

け
に
近
代
化
と
い
う
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
新
た
な
政
府
の
介
入
を
容
易
に
も

し
、
ま
た
要
請
も
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
近
世
後
期
に
み
ら
れ
る
村
や
地
域

社
会
の
権
力
へ
の
指
向
性
も
こ
う
し
た
両
面
性
で
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
確
か
に
い
く
つ
か
の
限
界
性
や
解
決
さ
れ
て

い
な
い
問
題
点
を
い
ま
だ
抱
え
て
い
る
も
の
の
、
牛
久
沼
の
用
水
組
合
は
ま

さ
に
一
つ
の
運
営
体
と
し
て
自
ら
の
存
立
基
盤
を
模
索
し
て
い
っ
た
と
い
え

よ
う
。
そ
れ
は
自
ら
の
「
公
共
性
」
を
模
索
し
、
創
出
し
、
あ
る
い
は
再
編

し
て
い
く
過
程
で
あ
っ
た
。
牛
久
沼
を
「
進
退
」
す
る
と
い
う
自
負
は
、
そ

の
運
営
体
で
あ
る
こ
と
の
自
負
で
も
あ
る
。
そ
こ
に
近
世
後
期
に
お
け
る
地

域
社
会
の
一
定
度
の
成
長
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た

だ
、
そ
れ
が
可
変
的
か
つ
多
元
的
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
い
つ
ぽ
う
で
限
界

性
も
あ
り
、
可
能
性
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
近
世
後
期
の

地
域
社
会
の
普
遍
的
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
だ
け
に
問
題
は
近
代
へ
と
持
ち
越
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
え
よ

（
記
）

》
っ
。

注
（
１
）
牛
久
沼
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
、
川
原
代
村
の
名
主
を
勤
め
て
い
た
木
村

5７

こ
う
し
て
個
々
の
利
害
が
調
整
さ
れ
て
新
た
な
合
意
が
模
索
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
は
最
大
公
約
数
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
も
と

も
と
用
水
組
合
総
体
と
し
て
の
利
害
は
、
個
々
の
村
む
ら
や
個
々
人
の
利
害

よ
り
も
優
先
さ
せ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
組
合
の
成
員
相
互
は
そ
の
限
り
で

「
平
等
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
は
、

そ
う
し
た
「
公
共
」
の
利
害
に
反
し
て
「
私
欲
」
を
構
え
る
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
と
く
に
「
私
欲
」
と
い
う
文
言
が
「
公
」
と
「
私
」
の
脈
絡
で
構
築
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
何
よ
り
禁
じ
ら
れ
る
べ
き
は
、
そ
う
し
た

「
私
欲
」
に
よ
っ
て
「
公
共
性
的
領
域
」
か
ら
突
出
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
が
よ
り
強
く
意
識
さ
れ
、
確
認
さ
れ
る
と
と

も
に
、
一
層
の
組
織
化
、
さ
ら
に
は
成
文
化
に
よ
る
規
律
化
に
よ
っ
て
全
体

意
志
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
反
面
で
用
水
利
用
と
も
異

な
っ
た
、
個
別
の
利
害
の
主
張
が
出
て
く
る
こ
と
と
裏
腹
の
関
係
に
あ
っ
た
。

牛
久
沼
の
「
公
共
性
」
は
、
こ
う
し
た
諸
々
の
要
素
を
総
合
し
た
と
こ
ろ

に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
う
し
た
諸
々
の
要
素
が
そ

れ
ぞ
れ
に
、
ま
た
相
互
に
矛
盾
を
抱
え
な
が
ら
共
存
し
て
い
る
。
そ
こ
に

「
公
共
性
的
領
域
」
の
本
質
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
一
面
で
は
個
々
の
利
害
を
、
そ
の
権
利
や
「
私

欲
」
を
含
め
て
一
定
の
規
約
の
な
か
に
押
さ
え
込
ん
だ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か

ら
、
そ
の
具
体
的
な
施
行
や
監
察
機
能
と
い
っ
た
点
で
の
不
十
分
さ
は
免
れ

な
い
し
、
そ
れ
だ
け
の
「
危
う
さ
」
を
も
抱
え
込
ん
で
い
た
こ
と
に
も
な
る
。

嘉
永
五
年
（
一
九
五
二
）
の
議
定
違
変
出
入
は
、
ま
さ
に
そ
の
限
界
性
を
端

的
に
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
そ
れ
が
形
成
、
な
い
し

は
再
生
さ
れ
て
い
く
過
程
で
み
せ
た
権
威
・
権
力
へ
の
指
向
性
が
必
然
的
な



書
店
）
。
ま
た
、
す
で
に
深
谷
克
己
に
よ
っ
て
石
高
外
領
域
で
あ
っ
て
も
石

高
制
原
則
の
枠
内
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
「
百
姓
」
「
歴
史
学
研

究
」
一
九
八
○
年
大
会
特
集
号
）
。
い
つ
ぽ
う
国
家
な
い
し
は
領
主
層
に
お

け
る
高
外
地
支
配
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
公
儀
の
高
外
地
（
自
然
）
領

有
を
積
極
的
に
評
価
す
る
大
石
学
（
「
享
保
期
幕
政
改
革
と
幕
領
支
配
」
『
歴

史
学
研
究
」
一
九
八
一
年
度
大
会
報
告
号
な
ど
）
や
高
木
昭
作
（
ヨ
惣
無

事
」
令
に
つ
い
て
」
『
歴
史
学
研
究
」
一
九
八
五
年
度
大
会
特
集
号
な
ど
）
な

ど
の
見
解
と
、
そ
れ
自
体
は
観
念
的
な
論
以
上
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
塚
本

学
の
見
解
（
「
名
山
大
沢
不
封
論
に
つ
い
て
」
「
徳
川
林
政
史
研
究
所
紀
要
」

一
九
七
四
年
度
）
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
近
年
で

は
、
民
衆
の
生
業
や
生
活
の
視
点
か
ら
公
儀
の
高
外
地
支
配
を
捉
ら
え
直
し

た
須
田
努
ら
の
研
究
も
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
（
「
山
間
地
域
（
石
高
外
領
域
）

に
お
け
る
「
公
儀
」
支
配
と
民
衆
生
活
ｌ
御
巣
鷹
山
制
度
と
御
鷹
見
役
を
め

ぐ
っ
て
ｌ
」
「
関
東
近
世
史
研
究
」
二
四
号
な
ど
）
。

（
４
）
「
無
所
有
」
の
場
に
お
け
る
管
理
の
問
題
、
お
よ
び
そ
の
現
代
的
意
義
に
つ
い

て
は
網
野
善
彦
・
鶴
見
俊
輔
の
指
摘
が
興
味
深
い
（
「
歴
史
の
話
」
朝
日
新

聞
社
）
。

（
５
）
牛
久
沼
に
つ
い
て
は
、
通
史
的
研
究
と
し
て
野
口
武
太
郎
「
牛
久
沼
ｌ
水
論

の
歴
史
地
理
的
考
察
」
が
あ
る
。

（
６
）
も
っ
と
も
、
牛
久
沼
の
新
田
開
発
が
計
画
さ
れ
た
享
保
期
以
前
の
用
水
組
合

は
、
佐
貫
村
と
小
通
幸
谷
村
を
除
く
七
か
村
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

河
辺
領
と
称
し
て
い
た
。
用
水
組
合
が
九
か
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
の
は
、
新
田
開
発
の
停
止
と
溜
沼
へ
の
復
帰
を
求
め
て
訴
願
を

く
り
か
え
し
て
い
た
宝
暦
期
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
当
時
は
小
通
幸
谷

5８

源
内
が
著
し
た
「
牛
沼
宝
湖
早
鏡
」
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
頻
発
す
る
水

論
を
憂
え
た
源
内
が
、
後
世
の
た
め
に
牛
久
沼
に
関
す
る
古
文
書
や
記
録
類

を
集
め
て
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
に
編
さ
ん
し
た
も
の
で
、
現
在
龍
ヶ

崎
市
川
原
代
町
の
木
村
一
郎
家
と
宮
洲
町
の
豊
崎
治
男
家
に
こ
の
模
写
本

が
伝
来
し
て
い
る
。
木
村
本
は
三
巻
に
分
か
れ
、
豊
崎
本
は
一
冊
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
ほ
ぼ
同
一
で
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
四

月
か
ら
の
史
料
が
年
代
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
編
年
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
豊
崎
本
に
は
い
ち
お
う
天
保
一
五
年
ま
で
の
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
、
木
村
本
は
文
化
八
年
（
一
八
一
二
で
史
料
が
と
ぎ
れ
、
こ

れ
と
は
別
に
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
以
降
の
史
料
が
異
筆
で
収
録
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
で
使
用
す
る
史
料
の
大
部
分
は
こ
の
木
村
本
・
豊
崎
本
の
「
牛

沼
宝
湖
早
鏡
」
に
よ
っ
て
い
る
が
、
『
龍
ヶ
崎
市
史
』
近
世
史
料
編
Ⅱ
に
両

書
か
ら
多
数
史
料
を
収
録
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
収
録
し
た
分
に
つ
い
て

は
注
で
示
す
こ
と
と
す
る
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
両
書
か
ら
引
用
し
た
場
合

は
、
木
村
本
「
早
鏡
」
巻
一
、
豊
崎
本
「
早
鏡
」
な
ど
と
略
記
す
る
こ
と
と

す
る
。

（
２
）
木
村
本
「
早
鏡
」
巻
三
、
豊
崎
本
「
早
鏡
」
。
「
早
鏡
」
以
外
の
個
別
の
史
料

を
あ
た
っ
て
も
、
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
が
「
進
退
」
と
い
う
文
言
の
初
見
で
あ

る
。

（
３
）
山
野
河
海
や
湖
沼
な
ど
の
高
外
地
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
自
体
膨
大
な

研
究
史
が
あ
る
。
本
稿
の
問
題
関
心
か
ら
す
れ
ば
、
近
世
に
お
い
て
は
山
野

河
海
に
対
す
る
権
益
が
現
地
（
高
請
地
）
の
所
有
や
生
産
に
よ
っ
て
規
定
さ

れ
て
い
た
と
す
る
丹
羽
邦
夫
の
指
摘
が
注
目
さ
れ
よ
う
（
「
近
世
に
お
け
る

山
野
川
海
の
所
有
・
支
配
と
明
治
の
改
革
」
『
日
本
の
社
会
史
」
２
、
岩
波



料
」
第
一
部
近
世
史
料
一
七
～
二
○
号
お
よ
び
『
龍
ヶ
崎
Ⅱ
』
一
七
七
～
一

八
六
号
に
関
連
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
Ⅳ
）
豊
崎
本
「
早
鏡
」
。

（
肥
）
木
村
本
「
早
鏡
」
巻
三
に
済
口
証
文
の
抜
粋
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う

ち
一
通
に
は
「
相
手
方
仙
右
衛
門
」
と
記
し
て
あ
る
。

西
）
貝
塚
和
実
「
近
世
水
利
・
治
水
史
研
究
の
現
状
と
課
題
ｌ
大
谷
貞
夫
『
近
世

治
水
史
の
研
究
」
を
手
が
か
り
に
ｌ
」
『
関
東
近
世
史
研
究
」
第
二
三
号
。

罰
）
も
っ
と
も
関
枠
が
完
成
し
た
直
後
に
は
、
度
々
破
損
す
る
関
枠
の
修
復
を
め

ぐ
っ
て
用
水
組
合
と
悪
水
組
合
が
出
入
を
く
り
か
え
し
て
お
り
、
関
枠
に
伏

替
た
と
し
て
も
、
技
術
的
に
も
慣
行
的
に
も
そ
の
保
守
が
困
難
で
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
（
「
龍
ケ
崎
Ⅱ
』
一
八
七
・
一
八
八
号
）
。

（
皿
）
『
龍
ヶ
崎
Ⅱ
』
二
○
三
号
。

（
〃
）
『
龍
ケ
崎
Ⅱ
』
二
○
六
号
。

（
羽
）
『
龍
ヶ
崎
Ⅱ
」
二
一
三
号
。

（
型
国
立
国
文
学
資
料
館
史
料
館
蔵
写
真
版
史
料
に
よ
る
。

（
閲
）
「
龍
ケ
崎
Ⅱ
」
一
九
○
号
。

元
）
川
原
代
町
木
村
一
郎
家
文
書
（
国
立
国
文
学
資
料
館
史
料
館
蔵
写
真
版
）
。

（
〃
）
『
龍
ケ
崎
Ⅱ
』
二
一
五
号
。

魂
）
白
川
部
達
夫
『
日
本
近
世
の
村
と
百
姓
的
世
界
」
（
校
倉
書
房
）
。

（
空
薮
田
貫
は
国
訴
研
究
の
過
程
で
、
訴
願
の
惣
代
を
委
任
す
る
に
あ
た
っ
て
果

た
し
た
頼
み
証
文
の
役
割
に
注
目
さ
れ
、
そ
こ
に
近
代
的
な
委
任
制
度
の
萌

芽
を
見
据
え
て
い
る
（
「
国
訴
と
百
姓
一
摸
の
研
究
」
校
倉
書
房
）
。
ま
た
、

白
川
部
は
百
姓
仲
間
の
村
が
形
成
さ
れ
る
な
か
で
、
頼
み
証
文
が
合
意
形
成

の
手
段
と
し
て
果
た
し
た
役
割
と
、
村
社
会
に
定
着
し
て
い
っ
た
そ
の
定
着

5９

村
で
は
な
く
、
若
柴
村
が
用
水
組
合
に
名
前
を
連
ね
て
い
る
。
も
と
も
と
小

通
幸
谷
村
は
若
柴
村
か
ら
分
村
し
た
村
で
あ
り
、
若
柴
村
に
か
わ
っ
て
小
通

幸
谷
村
が
正
式
に
構
成
村
と
な
る
の
は
明
和
四
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

（
７
）
牛
久
沼
の
悪
水
組
合
は
、
時
期
や
連
合
の
内
容
に
よ
っ
て
異
同
が
あ
り
、
史

料
上
で
は
萱
場
領
九
か
村
、
上
郷
二
五
か
村
、
悪
水
組
合
一
二
か
村
と
い
っ

た
組
合
村
が
確
認
で
き
る
（
木
村
本
・
豊
崎
本
「
早
鏡
」
な
ど
）
・
そ
れ
ぞ
れ

の
構
成
村
に
つ
い
て
は
『
龍
ヶ
崎
市
史
」
近
世
史
料
編
Ⅱ
解
説
四
九
頁
の
表

２
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）
豊
崎
本
「
早
鏡
」
。

（
９
）
木
村
本
「
早
鏡
」
巻
三
。

（
、
）
『
龍
ケ
崎
市
史
」
近
世
史
料
編
Ⅱ
一
九
八
・
一
九
九
号
（
以
下
「
龍
ヶ
崎
Ⅱ
」

一
九
八
号
な
ど
と
略
す
）
。
一
説
に
は
庄
兵
衛
は
牛
久
村
出
身
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。

（
Ⅱ
）
以
上
の
経
過
に
つ
い
て
は
『
龍
ヶ
崎
Ⅱ
」
一
九
二
～
一
九
五
号
文
書
参
照
の

こ
と
。

（
ｕ
）
注
３
深
谷
・
丹
羽
論
文
。

（
過
）
『
龍
ヶ
崎
Ⅱ
』
二
○
六
号
。
豊
崎
本
「
早
鏡
」
。

（
Ｍ
）
『
龍
ケ
崎
Ⅱ
」
二
○
七
～
二
○
九
号
。
豊
崎
本
「
早
鏡
」
。

（
略
）
『
龍
ケ
崎
Ⅱ
」
一
一
一
○
～
二
一
二
号
。
木
村
本
「
早
鏡
」
巻
一
一
一
。

（
略
）
上
郷
二
五
か
村
が
板
堰
へ
の
改
修
を
願
い
出
た
の
は
天
明
元
年
（
一
七
八

一
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
浅
間
山
の
噴
火
に
よ
る
砂
降
り
と
洪

水
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
飢
謹
な
ど
に
よ
っ
て
経
費
の
調
達
に
支
障
を
き
た
し

た
た
め
に
着
工
に
手
間
取
り
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
な
っ
て
よ
う
や

く
完
成
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
茎
崎
町
史
編
さ
ん
資



グー、〆ー、〆ーへ〆ー、〆ー、
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木
村
本
「
早
鏡
」
巻
三
。

百
姓
的
世
界
の
「
公
」
が
「
公
儀
」
へ
と
繋
が
る
連
結
の
仕
方
に
つ
い
て

は
、
白
川
部
の
指
摘
が
興
味
深
い
（
注
朋
「
日
本
近
世
の
村
と
百
姓
的
世

界は
ｰ、

、一〆

○～

の
仕
方
を
検
討
し
て
い
る

『
龍
ケ
崎
Ⅱ
」
二
○
九
号
。

「
龍
ケ
崎
Ⅱ
」
二
一
二
号
。

『
龍
ヶ
崎
Ⅱ
」
二
一
三
号
。

（
注
朋
「
日
本
近
世
の
村
と
百
姓
的
世
界
」
）
。

（
ぱ
ぱ
ひ
ろ
お
み
・
龍
ヶ
崎
市
史
編
さ
ん
調
査
員
）

6０

（
迄
近
世
に
お
け
る
「
公
共
性
」
を
め
ぐ
る
問
題
は
近
年
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る

分
野
で
あ
る
が
領
主
層
が
本
来
有
し
て
い
た
「
公
共
性
」
の
問
題
を
含
め
る

と
議
論
そ
の
も
の
が
大
き
く
広
が
り
、
概
念
規
定
自
体
が
論
者
ご
と
に
異

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
今
後
議
論
を
詰
め
て
い
く
べ

き
問
題
で
は
あ
る
が
、
本
稿
の
問
題
関
心
か
ら
は
、
と
り
あ
え
ず
久
留
島
浩

弓
地
方
税
」
の
歴
史
的
前
提
ｌ
郡
中
入
用
・
組
合
入
用
か
ら
民
費
、
地
方

税
へ
ｌ
」
「
歴
史
学
研
究
」
六
五
二
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

禿
）
明
治
新
政
府
の
治
水
・
水
利
政
策
に
つ
い
て
は
、
貝
塚
和
実
「
明
治
維
新
期

に
お
け
る
直
轄
県
政
と
民
衆
ｌ
利
根
川
中
流
域
の
治
水
・
水
利
問
題
を
め

ぐ
っ
て
１
４
「
歴
史
学
研
究
」
五
四
八
号
が
参
考
に
な
る
。
ま
た
、
近
世
後
期

の
地
域
史
研
究
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
は
、
大
塚
英
二
「
郡
中
議
定
に
な

ぜ
注
目
す
る
の
か
」
『
新
視
点
日
本
の
歴
史
５
近
世
編
」
（
新
人
物
往
来

社
）
が
端
的
な
ま
と
め
を
行
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
野
口
注
５
「
牛
久
沼
」

に
は
明
治
以
後
の
牛
久
沼
の
動
向
に
つ
い
て
も
著
述
が
な
さ
れ
て
い
る
の

で
参
照
さ
れ
た
い
。


